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奏版の比較分析を行った。その際に、Renate Hilmar－Voit 『Im Wunderhorn-Ton』の第








る音楽的要素の反映と題し、Hg. von Erich Stockmann, Des Knaben Wunderhorn: in den 
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在に至る。第一回博士リサイタルにおいては G. マーラーの歌曲へのアプローチとして、J. 




と物語性を持たせながら、他の作曲家、F. シューベルト、J. ブラームス、H. ヴォルフ、




 第 2 回博士リサイタルのプログラム構成は次のようなものである。 
 
 
第 2 回 梁取里 博士リサイタル プログラム 
2016 年 3 月 31 日 東京藝術大学構内第 1 ホール 
 
Ich atmet' einen linden Duft!* 私はやわらかな香りを吸い込んだの！ (G. Mahler) 
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Dass sie hier gewesen! D775  それらがここにあったことを！(F. Schubert) 
Gretchen am Spinnrade D118  糸を紡ぐグレートヒェン (F. Schubert) 
Blicke mir nicht in die Lieder!*  僕の歌をのぞかないで！(G .Mahler) 
Die Sterne D939  星たち (F. Schubert) 
Liebst du um Schönheit*  美しさゆえに愛するなら (G. Mahler) 
 
Gebet  祈り (H. Wolf) 
Der Tod, das ist die kühle Nacht Op. 96 Nr. 1 死、それは涼しい夜 (J. Brahms) 
Um Mitternacht*  真夜中に (G. Mahler)  




《Hölderlin-Fragmente ヘルダーリン断章》(H. Eisler) 
An die Hoffnung 希望に寄せて  
Andenken 追憶 
Elegie1943 悲歌 1943 
Die Heimat 故郷 




Das Rosenband Op. 36 Nr. 1 薔薇のリボン (R. Strauss) 
Im Arm der Liebe  Op. 48 Nr. 3 愛の腕に抱かれて (M. Reger) 
An eine Aeolsharfe エオリアンハープに寄せて (H. Wolf) 
Ich bin der Welt abhanden gekommen* 私はこの世から去った (G. Mahler) 
  










































































































 選曲をする一つの糸口として、音楽学者 Renate Hilmer-Voit の『Im Wunderhorn-Ton』第 1
章“Die Liedertexte und ihre Vorlagen in “Des Knaben Wunderhorn”:”に記されている、G. マ
ーラーの《角笛》歌曲における分類を参考にして研究を進めていく。序章で述べたように、











作曲された全 29 作品を各カテゴリに分けている。分類概要については後述する。 
 G. マーラーがこの『角笛』民謡詩集の詩に作曲した全 29 曲は以下の通りである。 
 
 [A] Um schlimme Kinder artig zu machen 
     Ich ging mit Lust durch einen grünen Wald 
     Aus!Aus! 
     Starke Einbildungskraft 
     Zu Straßburg auf der Schanz 
     Ablösung im Sommer 
     Scheiden und Meiden 
     Nicht wiedersehen! 
                                                        
1 Renate Hilmar-Voit オーストリアの音楽学者。国際シューベルト協会にも所属している。バリトン歌手ト
マス・ハンプソンとの共同編集・監修で Universal Edition から《子どもの魔法の角笛》のオーケストラ伴奏
版(1999)とピアノ伴奏版(初版 1993、改稿 1994)の楽譜を出版している。 
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     Selbstgefühl 
     (以上 9 曲は『若き日の 14 の歌』に収録) 
 
[B] Der Schildwache Nachtlied 
     Verlorne Müh' 
     Trost im Unglück 
     Wer hat dies Liedlein erdacht!? 
     Das irdische Leben 
     Des Antonius von Padua Fischpredigt 
     Rheinlegendchen 
     Lied des Verfolgten im Turm 
     Wo die schönen Trompeten blasen 
     Lob des hohen Verstandes 
     (以上 9 曲は『子どもの魔法の角笛』という標題で出版) 
 
[C] Revelge 
     Der Tamboursg'sell 
     (以上 2 曲は『最後の七つの歌』に収録) 
 
[D] Urlicht (第 2 交響曲) 
     Es sungen drei Engel einen süßen Gesang (第 3 交響曲) 
     Das himmlische Leben (第 4 交響曲) 
     (以上 3 曲は交響曲の中でも使用されている。)2 
 
[E] Maitanz im Grünen (一部改稿の上、後に Hans und Grete となる) 
     (出版上はマーラー自作の詩とされているが、民謡を下敷きにしている。) 
 
[F] 歌曲集《Lieder eines fahrenden Gesellen》 
     1. Wenn mein Schaz Hochzeit macht  
     2. Ging heut'morgen über Feld 
     3. Ich hab' ein glühend Messer 
     4. Die zwei blauen Augen 
     (E 同様、マーラー自作の詩とされているが、第 2 曲については民謡集『子どもの魔法
                                                        
2 [D]までのこの記載は以下の書籍に準ずる。 ジルバーマン、アルフォンス『グスタフ・マーラー辞典』














    例えば、最初の出版としては、1899 年にウィーンのヴァインベルガー社から
ピアノ伴奏版とオーケストラ伴奏版が並行して出されたが、その際にピアノ伴
奏版では B に示した 10 曲(この順序で)に加えて、第 3 交響曲の第 5 楽章とな
った〈三人の天使が歌った〉(マーラー自身による独唱とピアノへの編曲版)と




版後マーラーは C に示した 2 曲の角笛歌曲を書き、それが《最後の七つの歌》
に収録されることとなった。 
    したがって、《若き日の 14 の歌》に収められることになった初期のピアノ伴
奏による A は別として、歌曲集《子どもの魔法の角笛》に含まれるべきものを





E と F の詩については、今日でも様々な見解があるが、前述したように民謡または『子ど
もの魔法の角笛』の民謡詩集からマーラーは詩の材料となるものを取り出し、それらから
影響を受けながら自作の詩を作り出したと考えられている。  《Lieder eines fahrenden 
Gesellen》歌曲集、1，3，4 曲についても民謡的な要素が垣間見えるため、今回この音楽分
析研究で使用する Renate Hilmar-Voit の『Im Wunderhorn-Ton』第一章の詩の分類に倣い、こ
の歌曲集中の 4 曲も含めている。 
                                                        
3 Ibid. 249 頁 
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る歌曲についてである。 Mitchell は論文の結論で“It is notable that the conventional, romantic 








対してである。彼は主に音楽的な面だけに焦点を置き、“Gruppierung der Lieder vom formalen 








前述した通り、Renate Hilmer-Voit は 1988 年に出版した論文『Im Wunderhorn-Ton』の第 1
章において、“Die Liedertexte und ihre Vorlagen in “Des Knaben Wunderhorn”:”という章題
で G. マーラーが作曲した《子どもの魔法の角笛》の詩の分類を行っている。《角笛》の詩
を扱った歌曲を 7 つの詩的内容、「1. 無垢な子どもらしい信仰の歌」「2. 無邪気な風刺歌」
「3. 人間的な愚かさの寓話」「4. 無邪気な愛の歌」「5. 厭世的な愛の歌」「6. 非業な離別の
歌」「7. 戦歌」に分類している。Renate Hilman-Voit による《角笛》詩内容分類概要は次の
通りである。 
                                                        
4 Mitchell, Donald. (1925-) 音楽に関する多くの著作をもつイギリスの著述者である。主にグスタフ・マー
ラーの作品の研究、ベンジャミン・ブリテンの書簡集の編纂を手掛けている。また彼の代表書籍に『The 
Language of Modern Music』が挙げられる。 











1) Lieder des naiven Kinderglaubens 無垢な子どもらしい信仰の歌 
Das himmlische Leben  
Es sungen drei Engel einen süßen Gesang 
Urlicht 
 
2) Heitere Spottlieder 無邪気な風刺歌 
Ablösung im Sommer 
Um schlimme Kinder artig zu machen 
Selbstgefühl 
Wer hat dies Liedlein erdacht 
 
3) Parabeln von der menschlichen Unzulänglichkeit 人間的な愚かさの寓話 
Lob des hohen Verstandes 
Des Antonius von Padua Fischpredigt 
Das irdische Leben 
 
4) Heitere Liebeslieder 無邪気な愛の歌 





5) Pessimistische Liebeslieder 厭世的な愛の歌 
Ich ging mit Lust durch einen grünen Wald 
Lieder eines fahrenden Gesellen 1-4 
 
6) Lieder von gewaltsamer Trennung 非業な離別の歌 
Trost im Unglück 
Scheiden und Meiden  






Wo die schönen Trompeten blasen 
 
7) Kriegslieder 戦争の歌 
Der Schildwache Nachtlied 
Lied des Verfolgten im Turm 




《Lieder eines fahrenden Gesellen》の出版されている形としては、全四曲の詩は G. マーラー
自身によって書かれたものとされている。しかし前述にもあるように彼の死後の研究によ
り、ドイツ民謡詩集《子どもの魔法の角笛》集録されている詩と酷似していることなどが
わかり、今日では《Lieder eines fahrenden Gesellen》の詩も、G. マーラーが既に《角笛》民
謡詩集と出逢い、その中の詩を引用または編集を加え作曲されたという解釈が一般的とな
っている。そのため、上記の Renate Hilmar-Voit の詩の分類概要にも含まれている。 
 





6) Urlicht  
7) Wer hat dies Liedlein erdacht!? 
8) Lob des hohen Verstandes 
9) Rheinlegendchen 
10) ――― 
11) Wo die schönen Trompeten blasen 
12) ――― 
 
5)と 7)以外の分類ごとに一曲ずつ選び出したが、5 の分類枠については、《Lieder eines 
fahrenden Gesellen》の歌曲集は、今回の筆者の学位審査演奏会では採り上げないため、実践
                                                        
7 Hilman-Voit, Renate. Im Wunderhorn-Ton, Gustav Mahlers sprachliches Kompositionsmaterial bis 1900. by Dr. 















ではとても難しい。7)の曲の中で筆者の音域に合う歌曲は〈Zu Straßburg auf der Schanz'〉と
考える。しかし、この歌曲はマーラーによるオーケストラ伴奏版が存在しないため、今回
の研究対象曲に選ぶことは不可能であると判断した。 
















の角笛》歌曲集、第 1章第 1節に記した[B][C][D]において、〈Urlicht〉〈Es sungen drei Engel einen 
süßen Gesang〉以外、ピアノ伴奏版が先に作曲されている。その後にオーケストラ伴奏版が
                                                        









 そこで曲ごとに、脚注 8，9 に記したピアノ伴奏版の楽譜の“Anmerkungen zu den einzelnen 
Liedern”と“Revisionsbericht”を参考にした上で、特に次に記す 2 点に着目しながら、前節





② G. マーラー作曲時の各楽曲の手稿または初版との重要な相違点。 
 
また、1)～6)の楽器編成等の記載、音楽分析、また文中の譜例は、オーケストラ伴奏版は
Mahler, Gustav. Des KnabenWunderhorn, Gesänge für eine Singstimme mit Orchester begleitung 
Band1, Band2. nach dem Text der Kritischen Gesamtausgabe, herausgegeben von Renate 
Stark-Voit, unter Mitarbeit von Thomas Hampson. Wien: Univelsal Edition A.G., 1999、ピアノ伴
奏版は Mahler, Gustav. Fünfzehn Lieder, Humoresken und Balladen aus Des Knaben Wunderhorn 
für Singstimme und Klavier. Kritische Gesamtausgabe, Leitung: Karl Heinz Füssl; Reinhold Kubik,  
Herausgegeben der Internationalen Gustav Mahler Gesellschafft, vorgelegt von Renate Hilmar-Voit, 
unter Mitarbeitvon Thomas Hampson, Wien: Unuvelsal Edition.1993,  に依拠する。どちらの版
も Renate Hilmar-Voit が楽譜の編纂に関わっている。 
 また、この節における凡例を次に記す。 
 
Klf   = Fassung für Singstimme und Klavier ピアノ伴奏版譜 
Of   = Fassung für Singstimme und Orchester オーケストラ伴奏版譜 
Ms  = Manuskript 手稿(ピアノ伴奏版) 
EA  = Erstausgabe 初版(ピアノ伴奏版) 
AG  = Mahler, Gustav. Fünfzehn Lieder, Humoresken und Balladen aus Des Knaben Wunderhorn 
                                                        
9 Gustav Mahler, Fünfzehn Lieder, Humoresken und Balladen aus Des Knaben Wunderhorn für Singstimme und 
Klavir, nach dem Text der Kritischen Gesamtausgabe after the Musical Text of the Complete Critical Edition, 
herausgegeben von Renate Stark-Voit, unter Mitarbeit von Thomas Hampson. (Wien: Univelsal Edition 1994) s. v. 
“Anmerkungen zu den einzelnen Liedern”p.153-157 
10 Gustav Mahler, Fünfzehn Lieder, Humoresken und Balladen aus Des Knaben Wunderhorn für Singstimme und 
Klavier. Kritische Gesamtausgabe, Leitung: Karl Heinz Füssl; Reinhold Kubik, Herausgegeben der Internationalen 
Gustav Mahler Gesellschafft, vorgelegt von Renate Hilmar-Voit, unter Mitarbeitvon Thomas Hampson,( Wien: 
Unuvelsal Edition.1993), s.v. “Revisionsbereicht”p.133-188 
14 
 
für Singstimme und Klavier. Kritische Gesamtausgabe, Leitung: Karl Heinz Füssl; Reinhold Kubik,  
Herausgegeben der Internationalen Gustav Mahler Gesellschafft, vorgelegt von Renate Hilmar-Voit, 
unter Mitarbeitvon Thomas Hampson, Wien: Unuvelsal Edition.1993, 
Of の大きさを考え、本文には基本的に Klf のみ記載することにする。Of については別冊
の付録に記載した。 
 
1) Urlicht 原光 
編成：2 Flöten (auch Kleine Flöten) 
2 Oboen (2. auch Englischhorn) 
2 Klarunetten in B 
2 Fagotte (2. auch Kontrafagott) 
4 Hörner in F 









曲想：Of: Sehr feierlich, aber schlicht choralmäßig 
      Klf: Sehr feierlich, aber schlicht 
 
 G. マーラーは 1893 年 7 月、アッターゼーの湖畔のシュタインバッハ11で、おそらく 8 日
前までに、19 日前までには確実に〈Urlicht〉のオーケストラ版の手稿に作曲の日付を書き
記している。他の《角笛》歌曲と違い、この曲はピアノの伴奏版の手稿が残されていない。
作曲当初から交響曲第 2 番の中の第 4 楽章の曲として書かれていたため、オーケストラ版
が先に出来上がっている。その交響曲第 2 番のピアノ用スコアが 1896 年にライプツィヒで、
1899 年にやっとウィーンで“Klavierlied ピアノ伴奏歌曲”として出版された。第 2 交響曲
の初演は費用の関係もあり、まずは最初の三つの器楽楽章のみ 1895 年 3 月 4 日ベルリンで
の演奏会において、リヒャルト・シュトラウスの仲介により演奏が実現となった。費用の
関係だとはいえ、この強行突破の初演は今日では考え難い。グスタフ・マーラー辞典にお
                                                        
11 指揮者であり、マーラーの良き理解者 B. ワルターがこの地を訪れた時に、雄大に広がる山々の絶景を
見て感嘆の様子でいた。それを見たマーラーは“Sie brauchen gar nicht mehr hinzusiehen. –das habe ich alles 






測できる。やっと全楽章初演を迎えたのは 1895 年 12 月 13 日であった。マーラー自身の指
揮で全曲が世に発信された。ピアノ伴奏歌曲としての初演は、マーラー生前には実現する
ことができなかったが、1911 年 11 月 14 日ウィーンにてメゾソプラノの Charles Cahier13と
Bruno Walter14のピアノによって演奏されたという記録が残っている。また同年の 11 月 19
日ミュンヘンにて《Das Lied von der Erde》の初演の前夜祭で、この時には三つの《リュッ
ケルトの歌》と共に〈Urlicht〉が再演された。 














この曲の曲想にある aber schlicht しかし飾り気無しに は決して見逃してならない指示で、
この指示の有無で、曲の全体の雰囲気が作曲家の意図しない方向へ変化してしまう。Of に
は Sehr feierlich, aber schlicht に加えて同時に choralmäßig 聖歌のようにどっしりとの指示が
付いている。そして Of の歌パート上に durchaus zart 絶対に優しく も書かれている。Klf で
は 3 小節目にやっと同様の指示がされているが、durchaus zart は指示はない。この曲想指示
の場所の違いも重要な相違点である。この違いにより、演奏効果も変化してくるのでない
だろうか。譜例 1 (Klf. T. 1-2,  Of. T. 1-2) 
                                                        
12  ジルバーマン、アルフォンス『グスタフ・マーラー辞典』(Alphons Silbermann. MAHLER LEXIKON) 山
我哲雄訳、柴田南雄監修、東京：岩波書店、1993 年、124 頁。 
13 Charles Cahier(1870‐1951)アメリカ出身のメゾソプラノ歌手。1911 年『Das Lied von der Erde』の初演の
ソリストでもある。 





Klf 4 小節 1 拍目右手 es と 3 拍目左手 as に山型アクセントが付いている。Of には付い
ておらず、テヌートのみで奏される。しかし、Of トランペットパート 6 小節目には 4 分音






Klf では 8 小節目、Of では 12 小節目にコントラファゴットとホルンの 3、4 パートに pp
が書かれている。8 小節目からの基本的下降形は、10 小節 2 拍目の 2 分音符でほんの一瞬
和声が上がるが、その和音を踏み台にして、更に 13 小節へ向かって下降していく。11 小節
から音価が 1 拍分拡大されるが、それによるエネルギーの増大を避けるため、書かれてい
るのではないだろうか。13 小節目に出てくるデクレッシェンドは同様である。 譜例 2 (Klf. 
T. 8- 13  Of. T. 8-13) 
 
譜例 2  
  
 15、16 小節、また 18、19 小節の、Of の歌パートには松葉のクレッシェンドとデクレッ
17 
 
シェンドが付いている。Klf には“Der Mensch”の歌い始めに p が付いているだけで、それ
以降、37 小節目まで強弱記号は一切出てこない。また Of の 17 小節と 20 小節に出てくるデ
クレッシェンドは Klf には無いが、これは、ピアノは減衰楽器のため、この 2 つの小節に
ある付点 2 分音符に対するデクレッシェンドの指示は不要である。 譜例 3 (Klf. T.14-20  






27 小節目 Klf にはピアノパートに espress.の指示がされている。この小節で歌パートが
“lieber”と 4 分音符二つと 2 分音符一つ f‐ges‐as で歌うが、ピアノパート右手上声部も
ユニゾンで奏する。Of ではオーボエがこの役目を果たしている。同小節にシンメトリーに




り、一度目の“Je lieber möcht‘ ich im Himmel sein, ”よりも更に上行の兆しを見せる音楽の
流れがある。更に動き出すエネルギー量を必要とし、表現の上でもアウトプットの質量が
増加していかなければならない。しかし、Klf ではその重要な下降形が削除されてしまって
いるため、敢えて 27 小節目に espress.を書いていると考えられる。譜例 4 (Klf. T. 26-28,  Of. 
T. 26-28) 
29 小節目 Of のみ、 歌パート“Himmel”に強弱記号が譜例のように付いている。30 小節
18 
 
目、全パートに molto espress. の指示もされている。 
また、32小節から 34小節にかけての強弱テンポの指示の場所等に多少の相違が見られる。
Of 同様に 32、33 小節にもテヌートが各音符に付いているのにも関わらず、Klf 32 小節から






価を奏することが難しい。この Klf 32 小節からの ritenuto-----morendo の指示は、Of でのテ
ヌート、強弱の効果にできるだけ近づけるための手法と考えることができる。譜例 4(Klf. T. 








36 小節 Etwas bewegter からは曲想自体もがらりと変化をし、それまでの宗教哲学の雰囲
気を持つ 15 小節目まで以上に緊張感が一段階増している。Of でクラリネット 1(B 管)が三
連符で b – c – des を各小節 1、2 拍目でリフレインしながら、39 小節目まで進んでいく。こ
19 
 
の b – c – des のクラリネットパートには deutlich はっきりと の指示がされている。Klf で
は書かれていないが Of この指示から、この音形を聴き手に印象付ける必要性があると考え
る。39 小節目までのクラリネット 1 を受け継ぎ、40 小節目からクラリネット 2 が同様の音
形で、des – es – f を調性が変わる直前 43 小節目まで継続する。この 43 小節目、Of は 
2 から 4 拍目にデクレッシェンドが指示されており、Klf においては最後の 2 拍のみの指示
である。Klf では 43 小節を見ると、ピアノパートが、旋律のヴァイオリンソロ、ハープ、
ホルン、クラリネットの音全てを受け持つ。ヴァイオリンソロパートとホルンは最後の 1
拍のみデクレッシェンドが付いている。このことから、Klf において小節の 2 拍目からデク
レッシェンドを行ってしまうと、楽器構造上ピアノパート右手が受け持つ Of ヴァイオリン
ソロ旋律がすぐに減衰してしまう。そのため、Klf においては最後の 2 拍のみのデクレッシ





44 小節目で A-Dur に転調する。Of を見てみると、弦楽器パートには pppp の指示がされ
20 
 
ており、4 分音符と 3 連符の音形がリフレインを続け、弦楽器間でこのリズムが交差するよ
うに 3 連符が刻み続け、うごめきながら音楽が進んでいく。大きな相違点としては、Klf に
おいては、この 3 連符の波が 2 拍目 4 拍目に穴があいている。これは Klf で演奏した際、
歌い手に一瞬不安を与えるに違いない。筆者がこの部分を歌った際に最も気になった点は、
44 小節冒頭の“da”の pp で歌う 2 分音符である。A-Dur に転調したことで、音楽が前進し
ていく熱量を 1 拍目ピアノパートから与えられるのだが、その先が均等に虫食い状態にな
っているため、意識的に前のめりで演奏していかないと停滞気味になってしまう危険性を
孕んでいる。またヴァイオリンソロでは、43 小節目から 44 小節にかけて歌パートに旋律を
受け渡すと同時に、e を 45 小節目までデクレッシェンドしながら持続し続けているが、こ
れは Klf には無い。この e の持続があるか無いかで、転調での音楽の流れの移り変わりに、







 Klf. 47 小節の歌パート“abweisen”の“- wei-sen”に con portament の指示が書かれている。
この指示は Of の歌パートには出てこない。しかし、その代わりに 48 小節と 48 小節と 49
小節跨ぎで、ヴァイオリンソロ a – fis とヴァイオリン 1 e – e′、ヴァイオリン 2 e′‐ e こ
れらのパートの音の跳躍に gliss.の指示が出てくる。この 3 つの gliss. の音形は Klf でピア
ノは弾いてはいるが、gliss.の指示は全く出てこない。この〈Urlicht〉は Of が先に出来上が




来よう。結果、全く別の箇所である前述した歌パートの“- wei-sen”に con portamento を補
足したのだ。マーラーは 49 小節に至るまでに、滑るように急速に跳躍する響き、しなやか










指示の違いが見受けられる。Of 50 小節目オーボエパート第 1 拍目の符点 4 分音符の上の小
さな松葉のクレッシェンドとデクレッシェンドだが、Klf 上ではその 2 つの強弱機能が拡大
され、1 小節目から 3 小節目にかけての指示になっている。また、51 小節目のデクレッシ
ェンドも Klf では Of と同様の場所から始まっているが、ピアノパートは 1 拍半目から始ま
っている。パートごとに強弱の場所を前後に少しずらすことで、立体的な強弱効果をもた
らす。Of 54 小節目アウフタクトからオーボエ 2 本で奏されるフレーズには p からのクレッ
シェンドとデクレッシェンド記号があるが、このフレーズを担う Klf のピアノパートには全
く強弱指示はない。譜例 8(Klf, Of T. 49-53) 
 




 55 小節目の曲想且つテンポ指示として、Of は 55 小節アウフタクトから書かれている zart 
drängend のみ、Klf では 55 小節冒頭に drängend、その下に補足して sehr leidenschaftlich, aber 
zart と書かれている。この曲の冒頭部分の曲想についても前述したが、“aber”の後に続く
指示は聴き手に与える印象を大きく変えてしまう要素を持っている。この 55 小節からの Klf 
の曲想指示についても同じことが言える。また、55 小節の Of ヴァイオリンソロとヴァイ
オリンパートの強弱記号も、50 小節目の箇所でも前述した強弱記号の機能拡大が Klf で見








づけることができるのだ。譜例 9 (Klf, Of T.54-58) 





 Klf 61 小節目に“leuchten”という言葉が出てくる。この箇所に sehr zart の指示が補足
されている。Of の同小節を見るとこの指示はされていないが、Klf のピアノパートで奏さ
れる和音がハープによって奏でられている。ハープの音色に近づけたいと思うマーラーの
思いから、この sehr zart の指示が補足されたのだ。ハープの音色を Klf でも少しでも近づ
けられるような考慮として、63 小節目から 65 小節目にかけて、加えて 67 小節目のハープ














たことを楽譜から読みとることができる。譜例 10(Klf, Of, T.61 アウフタクト-65 ) 
 


















 もう一つ、当時四手のために編曲された交響曲第 2 番の楽譜、Symphonie / in C-moll / 
No.2./von / Gustav Mahler. / Für zwei Claviere zu vier Händen gesetzt / von / Hermann Behn. / Preis 
M6.-n. / Eigenthum des Componisten. Aufführungsrecht vorbehalten. / Hieraus einzeln: Theil Ⅳ 
Urlicht. Für Pianoforte zu 2 Händen Preis M1. - n. / Commissionsverlag / von / Friedrich 










                                                        
15 Ibid., p.133. 
16 Ibid., p.157. 
17 ジルバーマン、アルフォンス『グスタフ・マーラー辞典』(Alphons Silbermann. MAHLER LEXIKON) 山我
哲雄訳、柴田南雄監修、東京：岩波書店、1993 年、124 頁。 










   
 
Verloren irrt‘ ich einst auf dunkeln Wegen, 
    mir leuchtete kein Stern – mir blieb kein Hoffen! 
    Ein Starhl des ewigen Lichts hat mich getroffen 
    Nun wandl‘ ich ihm in sel’ge Fern‘ entgegen! 
                            Hamburg 26. Mai 1896 





















 まずは、EA の 27 小節目ピアノパート右手第 1 拍目には円を描くようなフレーズになる
ように as が付いていた。ベーンが編曲した 2 台ピアノ版でもこの as が和音構成音の一つに
加わっている。譜例 11(Klf, ZK, T.27 アウフタクト‐) 
 
                                                        
20 Gustav Mahler, Fünfzehn Lieder, Humoresken und Balladen aus Des Knaben Wunderhorn für Singstimme und 
Klavier. Kritische Gesamtausgabe, Leitung: Karl Heinz Füssl; Reinhold Kubik, Herausgegeben der Internationalen 
Gustav Mahler Gesellschafft, vorgelegt von Renate Hilmar-Voit, unter Mitarbeitvon Thomas Hampson,( Wien: 
Unuvelsal Edition.1993), p. 157 
21 Ibid., s. v. “Revisionsbericht” p. 133 
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譜例 11 (Klf, ZK, T. 27 アウフタクト‐) 
  
 
 44 小節から 47 小節にかけてのピアノパート左手 2、4 拍目に出てくる 8 分音符は、EA で
は 2、4 拍目を満たす 4 分音符であった。しかし、Of においてハープとチェロが 2、4 拍目
の裏拍を規則的に 8 分音符で奏するため、下記の譜例のように 2、4 拍目に 8 分音符 2 つの
形に改変されていった。譜例 12 (Klf, ZK, T. 44-47) 
 










 55 小節目ピアノパート右手 3 拍目から 4 拍目に繋がるタイは、EA では小節最後まで拡大
していた。また、次の 56 小節も同様の音形があるが、この小節の 3 拍目のタイは短くなっ
て現在の形をとる。56 小節ピアノパート右手に出てくるアルペッジョは EA では記載はな





譜例 13 (Klf, ZK, T. 54-57) 
 
 
 64 小節目ピアノパート左手に出てくる*アステリスクの音は、Of 演奏の際には as ではな
く ges が響く。これは EA の際の間違いかどうかは未だ確かな判断はされていない。譜例 14 
(Klf, ZK, T. 64) 
 
譜例 14 (Klf, ZK, T. 64) 
 
 
2) Wer hat dies Liedlein erdacht!? 誰がこの歌を作ったの！？ 
編成：2 Flöten 
2 Oboen 
2 Klarinetten in B 
2 Fagotte 










曲想：Of: Mit heiterem Behangen 
      Klf: Mit Behanglichkeit, nicht eilen 
 
 この曲は出版された《子どもの魔法の角笛》の楽譜の中で、「Humoresken22 フモレスケ」
と分類される 5 曲中の第 3 曲目を成す。Klf が 1892 年 2 月 6 日にドイツ・ハンブルクで作
曲され、Of は 1892 年 4 月 26 日に完成した。1893 年 10 月 27 日、ハンブルクにてパウル・
ブルスの独唱、G. マーラー自身の指揮、ラウべ交響楽団によって初演を迎える。初演かど
うかの記録は残っていないのだが、1905 年 10 月 29 日ライプツィッヒにて、ソプラノの
Helene Staegemann23が作曲家の Hans Pfitzner24のピアノ伴奏でこの歌曲を演奏した批評が、
Neue Musikalische Presse2225に残っている。G. マーラーの生前中に、この歌曲の Klf が公の
場で演奏されたのは 6 回26のみであった。 




前述もしたが、楽曲初めに記載されてある曲想に若干の差がある。Of は Mit heiterem 
Behangen 愉快に気の向くままに であり、Klf では Mit Behanglichkeit, nicht eilen 楽しい気分
で急がずに、それに加えてメトロノーム記号♪＝160 も存在する。先に Of 47 小節、Klf 47
小節のアウフタクトから指示されている楽語にも注目してみるが、Of では“Gemächlich ゆ
ったりと”、Klf では Wieder gemächlich (etwas langsamer als im Anfang) 再びゆったりと(最初
より少しゆっくりと)加えて再度メトロノーム記号♪＝152 の指定が書かれている。何故 Klf
のみに細かな速度指定が記載されているのかと考えていくと、この楽曲の特徴として、8 分
                                                        
22 ユーモラスのことを指す。1994年に出版されたKlfでは、Fünf  Humoreskenの第 3曲目の扱いであるが、





25 Neue Musikalische Press 22, 2. 12. 1905, p331 に記載されている。 
26 ウィーンにて残っている記録としては、1905、1906、1907、1910 年に 6 回に演奏されていることになる。 
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の 3 拍子の上に各小節跨ぎの特徴的な音形が初めから頻出している。譜例 15 (Klf, Of, T.1, 
47 ) 
 
譜例 15 (Klf, Of, T.1, 47 ) 






バランスよく引っ張る役目を、ホルンとトライアングルがこなしている。譜例 16(Of, T. 1-5) 
 







いては第 3 章の演奏法にて詳しく述べるとする。この章においては Of と Klf の相違点にの
み言及する。 
 Klf の前奏は p、Of ではファゴットは p 指定されているが、初めの旋律を受け持つクラリ
ネットは mf でと書かれている。やはり Of での旋律パートの出だしは、聴き手に印象づけ
るためにも強調させるのが自然の流れである。Klf の強弱記号は 5 小節目まで変化はないが、
30 
 
Of では旋律を歌い出したクラリネットに応えるかのように、3 小節目で出てくる 2 本のフ
ルートとオーボエ 1，2 が f の指定を受けている。クラリネットが 2 小節目から 3 小節目の
跨ぎで上行する音形と共にデクレッシェンドしているため、このフルートとオーボエの応
えははっとするような驚きを聴き手に与える。譜例 17(Of, T. 1-5) 
特徴的な音形を保持しているファゴットは 5 小節目でクレッシェンドを始める。Klf では
6 小節目からクレッシェンドの指示が書かれている。Of の場合は Klf でいうピアノパートの




mf、そして f で入ってくることで驚きと急激なエネルギーが増大する。譜例 17 (Klf, Of, T.5-8) 
楽器の特性上、この同じ効果を Klf では望むことはできない。そのために、クレッシェン
ドを 1 小節後ろから始め、8 小節目の 3 拍目に f の指示を加えている。更に同小節 3 拍目ピ
アノパートの右手に山型アクセントが付いているのだ。これは前述した Of での 5 小節目か
ら 8 小節目 3 拍目までの急激なエネルギーの増加と驚きを Klf でも可能にするためである。
譜例 17(Klf,Of, T. 6-8) 
 






Of の 9 小節目アウフタクトからホルンが 2 本になり、10 小節目で山型アクセントを伴う
f の f を響かせる。ホルン 2 本を使用する場合、作曲家はその箇所に大きな衝撃的な音を求
めていることが多く、その上さらに山型アクセントを伴うため、突然強烈な音が登場して
いることになる。曲初めから流れる 16 分音符の細やかな流れを邪魔するかのようにもとれ
る。この山型アクセントは Klf には無い。 
Of の 12 小節目の 1 拍目から 3 拍目へ、急激なデクレッシェンドが始まる。Klf の同小節を
見てみると、アウフタクトからデクレッシェンドが始まっており、13 小節目の 1 拍目でや
っと p の指示が出てくる。この相違点の理由は Of の 13 小節目アウフタクトから始まるク
ラリネットパートを見るととても理解しやすい。前述した譜例 1 の特徴的な音形を際立た





 Klf の 12 小節目 3 拍目から始まる山型アクセントの連なりだが、ピアノパートの 14 小節
目までは Of 同様の場所に山型アクセントはあるが、15 小節目から、Of には無い歌パート
の 1 拍目の山型アクセントが存在し、ピアノパート右手にあった山型アクセントは姿を消
し、歌パートのみ小節頭の山型アクセントが 17 小節目まで継続されている。Of では 16 小
節目 3 拍目までクラリネットに山型アクセントを指示している。前述もした通り、f と山型
アクセント、そしてクラリネット二本でかなり強調されている箇所のため、自然に考えれ
ば本来は Klf にも必要な要素であったと考えられる。譜例 18(Klf,Of, T. 12-17) 
譜例 18(Klf,Of, T. 9-17) 





また、Of と Klf の 13 小節目アウフタクトから始まる歌パートのみを見てみると、山型ア
クセント以外にも指示記号に相違が見られる。Of の 13 小節目の“oben”の部分にあるデク
レッシェンド、16 小節目“in dem ”の前に書かれている pp の指示は Klf には見られない。
その代わりに、Klf の譜面の視覚的特徴として前述した、13 小節目アウフタクトから 15 小
節目を眺めると、山型アクセントの位置が交差しており、意図的に目を引くような洒落た
遊びをしているかのようなマーラーの知的さも窺うことができる。(上部譜例 18 参照) 
 
 Of の 19 小節 3 拍目全パートが pp で奏す。20 小節目からはオブリガート的な短いフレー
ズをオーボエが mf で歌いだすが、他のパートは p で弦楽器はコントラバス以外ピッチカー
ト奏法になる。また 21 小節目と 23 小節目の 1 拍めにトライアングルの響きが現れる。同
小節の Klf では、スタッカートを多用することのみで、音楽的流れの中に心弾むような軽さ
を与えている。譜例 19(Klf, Of, T19-24) 
 
 Klf の 25 小節目アウフタクトから見ていくと、歌パート 25 小節から 28 小節目までの各
小節の 1 拍目に山型アクセントが置かれている。同小節の Of ではヴァイオリン 1 のパート
に同様の山型アクセントがあるが歌パートには無い。この部分を筆者が Klf で歌った時の印
象としては、山型アクセントで a を歌おうとすると、譜面で見る以上にこの 4 箇所の山型ア
クセントでエネルギーが必要となり、29 小節アウフタクトからのフレーズにストレスがか
かってしまう。Of においてはほぼ同様の歌の旋律を奏するヴァイオリンに、その役目を任




この小節間では、前述した Of と Klf の相違点と同様に大きな問題を孕んでいる箇所が、
30 小節目のアウフタクトからである。Of ではヴァイオリン 2 が、小節跨ぎで c″→c′を 8
分音符で 2 回、g′→g を 8 分音符で一回奏する。この音形が Klf では完全に省略されてい
る。そのため、Klf における 29 小節目から 31 小節目までのピアノパートの左手音形に影響
を受け、歌パートの各小節 1 拍目にも重みが自然とできてしまい、結果的に歌い難さが残
ってしまう。この点についても、音楽分析の上で工夫が必要不可欠である。 











歌パートは、35 小節目から 46 小節 1 拍目までメリスマの旋律が続いていく。マーラーが
後にこれほど長いメリスマ[装飾的な歌唱法]を用いることは二度となかった27とも言われて
                                                        
27 ジルバーマン、アルフォンス『グスタフ・マーラー辞典』(Alphons Silbermann. MAHLER LEXIKON) 山我





たと前述した。今回もその視覚的方法で Of を見てみる。35 小節目からのヴァイオリンパー
ト 1 において、各小節の 1 拍目に山型アクセントが置かれている。但し、38 小節から 40 小
節にはそれは存在しない。そのヴァイオリン 1 に応えるように二本のホルンが、同小節か
ら 2 小節間の 3 拍目、38 小節と 40 小節目の 1 拍目、41 小節から 44 小節目までの 2 拍目に、








オーバーオーストライヒ州の民謡的舞踏 Landl とも考えられている。13 世紀頃からドイツ
のバイエルン、オーストリア、スイス、南チロルなどでも、ヴェッラー Weller と呼ばれる
3/4 拍子、または 3/8 拍子の舞踏が踊られていた。そこからレントラーが発展していったと
いう説も存在する。35 小節目から歌パートのメリスマを模倣するヴァイオリン 1 の小節ご













 41 小節目からのホルンとヴァイオリン 1 のこの山型アクセントを、改めて切り取り、舞
踏のリズムとして捉えると、ホルンは第 2 拍目に踏み込みそのまま弧を描くような優雅な
浮遊感を伴うワルツ、ヴァイオリン 1 は第 1 拍目に踏み込み飛び跳ねるような素朴なレン
                                                        
28 Ibid., 331 頁 
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(参考資料 絵画 La dance à la ville, La dance à la campagne) 
左：《都会のダンス La dance à la ville》右：《田舎のダンス La dance à la campagne》1883, P. A. Renoir パリ、
オルセー美術館所蔵。 
 
旋律となっているメリスマの最後の小節を見ると、45 小節目の Of には第 1 拍目がそれまで
のメリスマの頂点 f になっており、加えてヴァイオリンパートには山型アクセント、そして
3 拍目に向けて p までの急激なデクレッシェンドを要求されている。歌パートにはデクレッ
シェンドの指示はない。Klf では 44 小節の 1 拍目にピアノパートが f、最後に歌パートが頂
点 ff を迎えているため、45 小節目には特別な指示は全く記されていない。47 小節のアウフ
タクト“Mein”でやっと p の指示が出てくる。この指示の細かな違いは、Of と Klf の楽器
編成による熱量の違いに対する、作曲家マーラーの演奏者への配慮と捉えることはできな
                                                        
29 Pierre-Auguste Renoir(1841-1919) フランス印象派の画家。歳を重ねるごとに彼の作風は変化していった
ため、ポスト印象派の一人としても名前が挙げられることもある。 
30《都会のダンス La dance à la ville》ルノワールの 1883 年の絵画作品。パリのオルセー美術館に所蔵され
ている。 
31 《田舎のダンス La dance à la campagne》脚注 16 同様。 
32http://www.musee-orsay.fr/en/collections/works-in-focus/search/commentaire_id/danse-a-la-ville-8844.html  
http://www.musee-orsay.fr/en/collections/works-in-focus/search/commentaire_id/danse-a-la-ville-8844.html  
©Musée d’Orsay 2006 
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いでだろうか。譜例 20(Kl, Of, 32-46) 




 47 小節目アウフタクトから新しいフレーズが始まる。46 小節目 1 拍目がその前のメリス
マのフレーズの結びの音であり、8 分休符を挟んで F-Dur→A-Dur へ転調する。転調した 47
小節目アウフタクトに Of には Zeit lassen たっぷり時間をかけて と指示されている。その
37 
 
代わりに Klf では 一番初めの曲想の分析でも述べたが、Wieder gemächlich (etwas langsamer 
als im Anfang) ♪=152 とメトロノーム記号さえも指定されている。意味合いとしても大き
な相違はないと考えられる。しかし、メリスマの最後の小節に Of には p にまで弱めるよう
に歌パートと共に歌い続けているヴァイオリンパートにデクレッシェンドが求められてい
るが、Klf にはピアノパートにも歌パートにもその指示はなく、フレーズの最後まで ff 突き
進んで行かなければならない。accel. も伴っているため、Of より細かい速度指定が指示さ
れている。 
 歌パートの“Mein Herzle is’wundt!”では Of でもオーボエとファゴットのみが一緒に歌っ
ているが、“Komm‘, Schätzle”の小節跨ぎの部分で、一瞬 A-Dur→F-Dur に転調している。
その部分で Of は各パート p ではあるが音に厚みが出る。“mach’s”で微かに d-moll をにお
わせるが、50 小節目“g’sund!”で cis が出てくることで、再び移調前の A-Dur を保持してい
ることを再確認できる。55 小節目アウフタクトまでは A-Dur と F-Dur をいったり来たり不
安定な状態で音楽が流れていく。譜例 21(Klf, Of, T. 46-51) 
 




ない印象がある。まず歌パートが“Dein rosiger -”と歌う箇所であるが、55 小節目アウフタ
クトから 55 小節目 1 拍目で F-Dur→Des-Dur の移調が行われる。Klf でみてみると、同小節
2、3 拍目に鳴り響く 16 分音符の 4 つの和音はホルン 5 度と呼ばれ、Of を見てみると、見
事にホルン 2 本でこのホルン 5 度を奏している。ホルン 5 度の構造としては、例えば、上
のパートが c-d-e と奏するときに、下のパートがそれと並行に e-g-c と奏すると、g と d が作
り出す 5 度音程のことを指す。本来この和声は作曲法上禁則ではあるのだが、作曲法上禁
則と理解している上でその和声を使うことはよくあることである。和声構成上 2 声が他の
音程からの並進行で完全 5 度に至ることは禁則とされているが、完全 5 度と完全 8 度は他
の和声構成と比較しても、かなりの協和する響きがもたらされる。この手法をオーケスト
ラ作品を作曲する際に、好んで使用する作曲家は多い。ベートーヴェンも交響曲第 3 番 3
38 
 




同 57 小節目 2、3 拍目に歌い奏する gis′と cis′は綱渡りをするような不安定さを伴い、だ
からこそ“gesund”の“-sund”に響く Des-Dur の主和音に安堵感がもたらされる。 
 この 55 小節目からの複雑且つ繊細な和音の移行は、Klf で見るととても難解にとらえが
ちであるが、改めて Of を見直すと譜面上もかなりシンプルに書かれており、音の厚みがあ
るわけではない。譜例 22(Klf, Of,T. 54-58.) 
 
 
譜例 22(Klf, Of,T. 54-58.) 
   
 
 
59 小節目アウフタクトから更に熱量が増加していくフレーズが始まる。Klf では 59 小節か
ら歌パートが cresc. ピアノパートは poco a poco cresc.を始める。Of では 63 小節目にヴァイ
オリン 1 のみ、64 小節目になってやっと各パートにクレッシェンドの指示が与えられる。
しかし、クラリネットは p の指示、歌パートに至っては強弱記号が一切与えられていない。
更なる相違点として、66 小節目のクラリネットとヴィオラは小節初めに f の指示が次の小
節に向かって p までの急激なデクレッシェンドを要求されている。この強弱記号は Klf には
無く、Of においても他のパートに対しアシンメトリーな構造になっている。また、67 小節
目の“gesund”の“-sund”の部分であるが、Of では歌パート以外の全パート一気に p で奏
される。クラリネット 1、2 のみ、山型アクセントが伴う。Klf においては同箇所のピアノ
パートに fpp(plötzlich) と書かれており、山型アクセントも存在する。この 67 小節目の歌パ
ートの f は前小節の音楽的な流れから Ges-Dur 第七音にあたり、67 小節からの F-Dur 上では









→(Des:)構成音に♮A が現れ、更に調性から離れそうになる→Ges:→F:   譜例 23(Klf, Of, T. 
58-67) 
 




69 小節目アウフタクト、Klf においては burshikos はきはきと という指示がある。 
また Klf のみの山型アクセントが 73、75、77、78、79、80 小節の第 1 拍目にある。譜例 24(Klf, 
Of , T. 68-80) 
Of においては、77 小節目からファゴットとホルンが早々cresce.を始める。この指示は 80
小節目まで続く。また、81 小節目から、トライアングルが小節の 2 拍目、ホルンが 3 拍目





パートの働きにより、音楽の中に弾むような軽やかさが生まれている。譜例 24(Klf, Of, 
T.77-87) 
Klf 81 小節目のピアノパート左手についている山型アクセントは、Of には存在しない。




れる。譜例 24(Klf, 80-84) 
 






初めの強弱記号から全く異なる。Of は歌パートに強弱の指示はされておらず、弦楽器に pp 
の指示が出されている。ヴァイオリンはその pp からクレッシェンドを始め、92 小節目の第




Klf の 88 小節目アウフタクトにおける指示は、歌パートは ff である。ピアノパートは 83 小
41 
 
節目から既に cresc.を始めており、その指示は 88 小節の一拍目 mf まで続いている。譜例 25 
(Klf, Of, T.87-92) 
 
譜例 25 (Klf, Of, T.87-92) 
  
 








トに、f が指示されている。また、Klf 92 小節目の歌パートのメリスマ旋律に、大きな違い
が存在する。譜例 26(Klf, Of,T. 92-ende) 






Ms の 8、9 小節目では、ピアノパートに曲開始から二つ目にあたるクレッシェンドの指
示がされ、その代わりに山型アクセントは書かれておらず、9 小節目の頭に f があった。今
回の研究で譜例として使用しているピアノ伴奏版 GA では、8 小節 3 拍目で f、同じ第 3 拍
目にピアノパート右手に山型アクセントが付けられている。また、この 2 拍目の和声構成




ことが少ない。この 8 小節目での「驚き」をどうにか実現するために、Ms から比較的大き
な改訂が施されている。譜例 27(Klf.8-10 ) 
 
譜例 27(Klf.8-10 ) 
 
 
16 から 17 小節跨ぎのピアノパート左手は、EA ではスラーが書かれていなかった。歌パー
トはこの部分で 2 回目の“In dem Haus”を歌っており、ピアノパートで同じ言葉の繰り返
しに変化をつけたかった可能性も大いにある。譜例 28(Klf. 16-17) 
 






21 小節目の第 1 拍目、ピアノパート右手の 8 分音符 d, f, d の和音には EA ではスタッカー
ト記号がついておらず、22 小節目以降の右手のフレーズ同様、1 拍目に重みを置いていた。
この 21 小節目の歌パート“gucket”の 1 拍目に来る“gu-”は短母音 u である。その後に続
く 22 小節目の“fein’s”23 小節目の“Mädel”は、二重母音 ei と長母音 ä を伴い、音楽の流
れとしてスタッカート記号をつけることが自然であるという解釈で EA から改訂されてい
ると考えられる。譜例 29(Klf. T.20-24 ) 
 
 
譜例 29(Klf. T.20-24 ) 
 
 









も相応しい。また 59 から 66 小節目までの歌パートの強弱記号にも、EA からの改訂がある。
EA ではクレッシェンド記号は 59 と 60 小節のみに書かれており、その後は 68 小節に入る










71 小節目歌パート第 1、2 拍目に歌われる“Liedlein”は、Ms では“Liedl”になっていた。
後の章で取り上げるが、これは『子どもの魔法の角笛』民謡詩集の中の詩を採用した際に、
原詩が“Liedl”になっていたため、マーラーは Ms の際に原詩の言葉そのままで作曲をした。
しかし“Liedl”では“Liedlein”と比べて 1 音節少ないために、言葉を優先すると 71 小節目








まったり、そこに自作の詩を挿入したりすることは日常茶飯事であった。譜例 31(Klf, T. 
68-72) 
 
譜例 31(Klf, T. 68-72) 
   
 
76 小節目、72 小節目から始まる一文“Es haben’s drei Gäns‘ über’s Wasser gebracht! ”の最
後の“-bracht!”の感嘆符は Ms では使われていたが、EA の際はただのピリオドに一度改訂
されていた。感嘆符の有無で、音楽の捉え方、その一文の解釈が変化してくると感じてい
る。時間の経過の伴う何度かの改訂の後、譜例で挙げている GA の版では感嘆符有りを再度
採用している。譜例 32(Klf, T. 73-76) 
 
譜例 32(Klf, T. 73-76) 
 
 
77 から 80 小節目のピアノパート右手第 1 拍目 4 分音符の和音構成音は cis, f, a である。
EA では、この和声構成音の f が削られてしまっており cis, a で出版されていた。f がない状






すことは、曲のイメージを薄くしてしまう危険性があるのだ。譜例 33(Klf, T. 77-80) 
 
譜例 33(Klf, T. 77-80) 
 
   
 
強弱の指示について、EA のピアノパート 85 小節第 3 拍目から 87 小節目の半ばまでクレッ
シェンド記号が書かれていた。そして 88 小節目に入ったところで pp の指示である。歌パ
ート 88 小節目では ff が要求されていた。譜例で使用している GA とは強弱の指示にかなり
大きな改訂がある。譜例 34(Klf, T. 83 -88) 
譜例 34(Klf, T. 83 -88) 
  
 
93 小節と 94 小節目の歌パート各小節の 4 つ目の 16 分音符について、Ms では両小節にお
いて g の前の♯は無く、EA では 94 小節目の g にのみ♯が付いていなかった。筆者がピア
ノでこの Ms と EA の両方のパターンの歌い比べてみると、熱量が増大して終止へ向かう流
れにおいて gis が g になるだけで、機械的でメタリックな、血の通っていないような響きに
変換されてしまうように感じた。譜例 35(Klf,T. 93-94) 
47 
 




3) Lob des hohen Verstandes 高き知性を讃えて 
編成：2 Flöten 
2 Oboen 
Klarinette in Es 
2 Klarinetten in B 
2 Fagotte 
4 Hörner in F 










調性：D-Dur 作曲時のメモ書きには E-Dur で書かれていた。 
曲想：Of: Keck 











へ手紙が送られている。日付は 7 月 16 日火曜日と書いてあったという。 
   
    ゆっくり仕事を進めながら―僕の考えはまだ出来上がっていない！けど
君に手紙を書いたんだ。とても面白い歌を作ったんだよ―『子どもの魔法










   マーラーはメモ書きなしでおそらくこの曲を書き上げた。小さな小屋35を使
わずに夏休みの初日に。批評に対するおかしな嘲笑である《子どもの魔法





                                                        
33 Gustav Mahler, Fünfzehn Lieder, Humoresken und Balladen aus Des Knaben Wunderhorn für Singstimme und 
Klavier. Kritische Gesamtausgabe, Leitung: Karl Heinz Füssl; Reinhold Kubik, Herausgegeben der Internationalen 
Gustav Mahler Gesellschafft, vorgelegt von Renate Hilmar-Voit, unter Mitarbeitvon Thomas Hampson,( Wien: 
Unuvelsal Edition.1993), p. 168 
34 Bauner-Lechner, Natalie(1858‐1921)マーラーとはウィーン音楽院時代からの親友であり、深い友情で結
ばれていたヴァイオリニスト。1893 年から 10 年間ほど、マーラーについての日記を書いており、1923 年
にそのマーラーの回想録『Erinnnerungen an Gustav Mahler』が出版された。 













この言葉の背景には、彼が交響曲第 1 番と第 2 番を初演した時のことに大きく関連してい
る。その初演の際に音楽の批評家たちから、彼の音楽に対する無理解による大きな批判を
受けたのだ。マーラーは彼らの一方的な偏った批判に対し、大きな強い怒りを感じていた。











イロニーを、マーラーは隠すことなく表面に出している。2 小節から Of ではホルン 1 が松
葉のアクセントを伴って、オーボエとクラリネット 2 が拍ごとに山型アクセントを伴う音
                                                        
37 Schreiber, Wolfgang. Gustav Mahler mit Selbstzeugnissen und Bilddokumenten, rowohlts monographien 
begründet von Kurt Kusenberg herausgegeben von Uwe Naumann. Rowohlt Taschenbuch Verlag GmbH, Reinbek bei 







まる」という印象の念押しをこの 2 小節間で繰り広げている。譜例 36(Of, Klf T. 1-3) 
 











ろう。(Of . T. 1, T.22-23 のライトモティーフ参照) 
 
4 小節 Klf では 2 拍目ピアノパート右手 2 つの 8 分音符にスタッカートが用いられ、左手
スタッカートの旋律と共に 3 小節間軽快に奏される。Of ではこの小節からフルート、ヴァ
イオリン、ヴィオラが登場する。フルートにおいては小節 1 拍目に sf があり、そこから松
葉のデクレッシェンドが 2 拍目にかけて指示が出ている。この sf を伴う音形は次の拍に食
いつくようにスピード感を与え、同じ小節のヴァイオリンとほぼ同様な音形をとっている
ものの、ヴァイオリンでのこのフレーズは p でと指示されており、とても軽く呑気な性格
                                                        
38 ドイツ語で Leitmotiv。和訳では示導動機とも言われる。この用語は 1871 年ウェーバーの音楽作品研究

















まう視覚移動が行われている。譜例 37(Klf, Of, T. 4-8) 
 
譜例 37(Klf, Of, T. 4-8) 
 





に Schlltrichter in der Höhe! の指示がされている。これはクラリネットのベルの部分を高く
上げて奏する指示であり、より直接的な音色が響き渡る。しかもこの 12 小節目のフレーズ
はライトモティーフであり、歌パートには“Kukuk”が登場してくる。“Nachtigall”のとこ
ろでは嘲りは現れない。14 小節目 1 拍目のクラリネット和音に松葉のアクセントが付いて
いる。Klf では、その前の 13 小節 2 拍目と 14 小節 1 拍目ピアノパートにテヌートが付いて
いる。このテヌートで 13 から 14 小節にかけてのエネルギーが高まり、また、14 小節初め
の“täten”の横に広く開いた tä-の母音も伴って、貶しているような効果をもたらしている。




“Wett‘”の言葉でライトモティーフが我が物顔で出てくるのだ。譜例 38(Klf, T. Of9-17 ) 
 










嘲りが陰に隠れている。譜例 39(Klf, Of, T. 18- 21) 
22 小節目で Of ではファゴットとホルン二本が、前述した「鏡音符」のライトモティーフ
を奏する。Klf では 22 小節拍目にテヌートが付いており、Of では松葉のアクセントが付い
ている。これは両版において 14 小節一拍目と同様の効果が用いられている。この 1 拍目の
















なく 30 小節目にライトモティーフが置かれている。Of においては f で奏されるが、Klf に
は強弱指示は付いていない。譜例 40(Klf ,T. 29-30,Of, T.24- 30) 
 
譜例 40(Klf ,Of, T.24- 30) 
 
   
 
36 小節再び歌パートが歌いだ出す。直後にまたライトモティーフがクラリネットで追い
かけて入ってくる。この時の 38 小節 1 拍目 Klf ではピアノパート右手低声部 d が 4 分音符
で保持されるが、Of において 1 拍分の音価をもつ d にあたる音符は無い。またこの小節 Klf
の右手低声部 d と e には松葉のアクセントが付けられており、また、左手にはテヌートが記
54 
 
されている。このテヌートは 40 小節まですべての 4 分音符に付いている。これに代わって




例 41(Of, Klf, T.35-40 ) 
 













ければならない。譜例 42(Of, Klf 41-44 ) 





47 小節目またもやライトモティーフが出てくる。Klf では 47 小節ピアノパート右手がラ
イトモティーフを受け持ち、左手が Of の弦楽器パートと同じリズムをとっている。この左
手 2 拍目の和音で Of ではテヌートが付いているが、Klf では付いていない。また、49 小節
1 拍目の 4 分音符の f とテヌートも Klf では記されていない。この部分に関してはその直後




れはピアノパートのみに試す価値があると言えよう。譜例 43(Of, Klf 46-50) 
 








ここで Of と Klf の大きな相違が出てくる。Klf の 55 小節目、ティンパニの最後の一打の後
にフェルマータが表記されているが、Of にはフェルマータは無く、その代わりに 55 小節の
後にもう 1 小節多くとられており、歌パートは 57 小節のアウフタクトから再び歌い始める。





い箇所と言えよう。譜例 44(Klf, Of 53- 57) 
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る裏拍のアクセントが付いておらず、その代わりにファゴット 2 本が ff で地を這うような
音を 8 分音符で刻んでいる。アクセントが無いからと言って、決して飛び跳ねるような軽






い。譜例 45(Klf, Of 59(60)-62(63)) 
譜例 45(Klf, Of,T. 59(60)-62(63)) 
 
                                                        
39 前述した Of 56 小節で Klf には無い 1 小節が増えたことで、小節のずれが出てくるため、これ以降〈Lob 














表なく、この曲の中で最も純粋に美しい音楽がながれている。譜例 46(Klf , Of ,T.64(65)- 
68(69)) 
 





くるが、前述している他のライトモティーフに比べると働きが弱い。そして、Of の 78 小節
目は Klf の 77 小節にあたるのだが、Of の歌パートは Klf における 78 小節目アウフタクトか
ら“Der Esel sprach : ”と歌い出しているため、一瞬小節数が合致する。しかし、Of におい
て、80 小節目の“Du macht mir’s kraus!”が 81 小節目でリフレインされ、また 1 小節増えて
しまっている。Klf において、この“Du macht mir’s kraus!”は一度のみ、80 小節に歌われる。
この部分に関して Of と Klf の間であべこべな現象が起きている。Of において 79 小節アウ
フタクトで歌パートを始めさせることで、聴き手に一瞬「？」と疑問を与えるが、80 小節
のフレーズの拡大を自然に且つスマートに行っているため、見事としか言いようのない、
Of と Klf の作りである。まさに、マーラーの品格を伴いながらの音楽批評家へのアイロニ
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ーであり、挑戦状とも言えるだろう。譜例 47(Klf, Of, T. 76(77)-80(81)) 
譜例 47(Klf, Of, T. 76(77)-80(81)) 
  










この 85(86)小節アウフタクトで、Of では Klf では見当たらないフレーズをファゴット二本
で奏している。また、85(86)の最後の半拍の 8 分音符にスタッカートに、加えて sf が付いて
いる。同じ拍でフルートも g, cis の和声で sf が付いている。Klf においてこの拍の和音構成
に Of との相違は見られないが、sf の指示は楽譜上には存在していない。しかし、この曲の
アイロニーに繋がる違和感や意味深な音の印象付けは、Of と Klf とを比較考察したうえで、
試してみる価値があると筆者は考えている。この 85(86)の sf についても同様に言えること
だ。譜例 48(Klf, Of ,T.81(82)- 86(87)) 








また、ここでもフレーズの音の相違が Klf と Of には起こる。Klf の 87 小節歌パートの最
後の 2 音“fing”の a – g は、Of では d - ♮e と歌われる。 
 ここで“sein Sang durch Terz und Quart und Quint. カッコウが三度、四度、五度と歌い”始
める。Of で音の進行を見ていくと、まず“Terz 三度”は 89 小節と 90 小節にオーボエ 1 と、
歌パートの旋律で歌われる、fis – e – d の下行の fis から d、続く e – d – cis の e から cis、
そして小節間の d – cis – h の d から h に登場する。90 小節 1 拍目ファゴット 2 の h – fis の
下行跳躍、また 90 小節 2 拍半から歌パートの d – cis – h – ais の下行形の d と ais の音幅は
“Quart 四度”にあたる。最後の“Quint 五度”は 90 小節 1 拍目ファゴット 1 と 2 の和音 h
と d、また 90 小節最後の 16 分音符歌パート cis から次の小節 2 拍目までの下行形の終点が
fis になり、この cis と fis も五度の関係になっている。そしてお決まりのライトモティーフ
の「鏡音符」が Of の 91 小節に見ることがでいる。Klf においては Of での 92 小節アウフタ
クト、ヴァイオリンパートのフレーズ始まりを続けて弾いていくため、ライトモティーフ
は完全に消えてしまった。譜例 49(Klf, Of,T. 86(87)- 90(91)) 
 







Of 94 小節の裏拍をファゴット二本が f で a – g – fis – e 重低音で打ちつける。このフレーズ
は Klf ピアノパートの左手が裏拍で弾く音である。1、2 拍目表の音は、Of のチューバにあ
たる。このチューバの低音には f とスタッカートが付いている。同じ 8 分音符を、8 分休符
を挟みながら奏するファゴットにはスタッカートが付いていないことを踏まえると、裏拍
のストレスの方が確実に大きい。 また、Of におけるチューバとホルンが作っている和音を
見ると、94、95 小節 1 拍目 2 拍目に響く和音は a – cis – e / g – his(c) – d / fis – a – cis / e – g – 




わたって行うことはアイロニーの何物でもない。譜例 50(Klf, Of, T. 92(93)‐99(100)) 
 
 












続く Klf98、99 小節ピアノパート左手の 1、2 拍目 8 分音符に松葉のアクセントが付いてい
る。この小節に対応する Of の 99、100 小節、ファゴットパートが Klf におけるピアノパー
ト左手を受けもっているが、小節 1、2 拍目に松葉のアクセントは無く、その代わりにスタ
ッカートが付いている。このアーテュキレーションの相違は、音楽の中にもたらされるス
トレスの場所を Of と Klf でほんの僅かずらしている。Klf に付いている松葉のアクセントは
今までの分析の中でも前述したが、マーラーの歌曲においてはテヌート寄りの少し音価を
長めにしたストレスを要求している。1、2 拍目の点を始点として後ろにストレス分の音価









分音符 2 つでファゴットの拍の先を奏する。Klf においては、テンポが緩む不安要素は孕ん
でいないが、ファゴットの音色の効果に代え、ピアノパート左手 1、2 拍目に松葉のアクセ
ントを置き、ストレスを与えている。(譜例 50 上記参照) 
 
 103(104)小節アウフタクトから、審査員のロバが結果発表の言葉を発し始める。106(107)
小節の“Aber”からまたライトモティーフが Klf ではピアノパート右手に、Of ではホルン
が ff で他のパートよりも辛辣に鳴り響く。Klf では 107 小節のライトモティーフの拡大部分
d – d – a が 108 小節でも全く同様に繰り返されているが、この部分の Of は一回目のホルン
の d – d – a に対し、トランペットが同様に応えている。110(111)小節アウフタクトからまた
もやライトモティーフが 2 つ連結して登場する。111(112)小節ではこのライトモティーフと
1 オクターブの和音のみが奏されるため、あからさまな嘲笑なのだ。この部分で歌われる詩
は“und hältst den Takt fein innen そして拍子もしっかり守っておった！”という正しく演奏
したことへのカッコウに対するロバの高評価である。この部分に音を付けていた時のマー













であり、“Verstand”のストレスが来る音節“- stand”の 2 拍目にテヌートが指示されている。
それに対し、その表拍の重厚感を蹴散らすように裏拍でヴァイオリンとヴィオラが奏して
いる。Klf では Of のテヌート部分に松葉のアクセントが付いており、前述でも頻出してい
るが、このアクセントはテヌート寄りの効果を求めている。また、115(116)小節アウフタク
トでお決まりのライトモティーフである。譜例 52(Klf, Of,T. 112(113)-116(117)) 
 






ーフだが、Klf では小さな音符で補足的な記譜をされている。この曲の初版は Of であり、
そこからの反映で補筆された。40以前はピアノと共に演奏される際には、このライトモティ
ーフはあまり好ましくないと考えられていた。 
 117(118)小節からトロンボーンとチューバ以外のパートで、ライトモティーフが 2 小節間
奏される。その点から考えると、トロンボーンとチューバは審査員のロバを描写している
ことがわかる。譜例 53(Klf, Of ,T.117(118)- 120(121)) 
 








終わる。譜例 54(Klf, Of, T. 120-ende ) 
譜例 54(Klf, Of, T. 120-ende ) 
 
                                                        
40 Gustav Mahler, Fünfzehn Lieder, Humoresken und Balladen aus Des Knaben Wunderhorn für Singstimme und 
Klavir, nach dem Text der Kritischen Gesamtausgabe after the Musical Text of the Complete Critical Edition, 
herausgegeben von Renate Stark-Voit, unter Mitarbeit von Thomas Hampson. (Wien: Univelsal Edition 1994)  







はアメリカの The Moldenhauer Archives に所蔵されている。このメモ書き時点での曲名は
〈Lob der Kritik〉であり、調性も E-Dur となっていた。EA では既に曲名は現在の〈Lob des 
hohen Verstands〉になり、調性も D-Dur に変更されている。バウナー＝レヒナーの言葉にも
あるようにメモ無しでも作曲できたと言われており、現に Of の手稿は残されていない。こ
の曲では、Ms の代わりに、スケッチまたは簡単な草案＝Sk を利用している。 
 
 11、12 小節、26、27 小節、118、119 小節に、それぞれ小節跨ぎのところに強弱記号が付
いている。EA ではこれら 3 つの箇所の強弱記号は 12、27、119 小節の頭に記譜されていた。
各小節のアウフタクトの 8 分音符が前後どちらのフレーズにも属せず、単独の音符になっ
ていたのだ。着目点①でも述べたように、この曲の特徴である、頻出しているライトモテ
ィーフの基本形は、アウフタクトの 8 分音符から開始する。現に 11、12 小節と 118、119
小節に付いてはライトモティーフ部分の強弱記号のことを指している。そのことを踏まえ
ると、強弱の指示は各小節のアウフタクトから始まることが、自然であり一貫性がある。
譜例 55(Klf.T. 11- 12, 26-27, 118-119) 
 
譜例 55(Klf.T. 11- 12, 26-27, 118-119) 





52 小節目歌パートに出てくるトリル後の後打音は、EA では表記が 16 分音符になってい
た。32 分音符の表記にすることで、否応なしに 52 小節から 53 小節に移行する際のスピー
ド感と鋭さが増し、その効果があたかも子どもが舌を出して馬鹿にしているような、また
キッチュな雰囲気を強調しているようにも感じられる。譜例 56(Klf,T. 52－53) 
 




存在していなかった。着目点①での前述において、93 小節から 2 小節間に渡るマテリアル
な和音は音楽の中に異質さをもたらすが、これを明確に聴き手に表出するには、二つの 16
分音符と 8 分音符を一つの音要素と捉え、下行するエネルギーを伴うことで 93 小節の 1、2
拍、94 小節の 1、2 拍が浮き出てくる。これにより、マテリアルな異質さをより強調するこ
とができるのだ。譜例 57(Klf, T.92-94) 
 





















      Klf: Gemütlich 
 
 この〈Rheilegendchen〉も全曲同様アッターゼー湖畔のシュタインバッハで作曲された。作













に残っているだけで 6 回あった。初演は 1905 年 10 月 29 日ライプツィヒにて、ソプラノ H. 
Staegemann と H. Pfitzner のピアノによって行われた。その後、同年にミュンヘン、ウィー
ン、1906 年にウィーン、ハンブルク、また 1907 年にウィーンで再演された。今日でも
〈Rheinlegendchen〉は《角笛》歌曲集の中でも、ピアノ伴奏でよく演奏される一曲である。 
                                                        
41 Gustav Mahler, Fünfzehn Lieder, Humoresken und Balladen aus Des Knaben Wunderhorn für Singstimme und 
Klavier. Kritische Gesamtausgabe, Leitung: Karl Heinz Füssl; Reinhold Kubik, Herausgegeben der Internationalen 
Gustav Mahler Gesellschafft, vorgelegt von Renate Hilmar-Voit, unter Mitarbeitvon Thomas Hampson,( Wien: 












直前にも曲名の変更について述べたが、Of の Ms には〈Tanzlegendchen〉と書かれている。
Of の Ms を書き上げるまでにも、この曲名についてどうするのかを悩んでいたことが窺え
る。曲想については Klf では Gemütlich、Of では Gemächlich と記載されている。どちらの言
葉も日本語に置き換えると、ゆっくりした、快適な、というような言葉になる。しかし、





gemütlich a)eine angenehme, behagliche Atmosphäre schffend   
b)zwanglos gesellig, ungezwungen   
c)umgänglich, freundlich   
d)in aller Ruhe, gemächlich  
 
gemächlich  a) sich Zeit lassend, langsam und ohne Hast   




相応しい。Klf の持つ雰囲気が紙芝居とすると、この Gemütlich は紙芝居を子どもに読み聞
かせている語り手、もしかするとその子どもの母親のイメージを持ってつけられた指示と
とることもできる。Of は Klf 同様もちろん曲想のシンプルさは変わらないが、楽器編成上
Klf ほどの距離的な近さは無く、情景描写や主人公の視点の動きは、果てしない大きな音楽
的要素を兼ね備えている。 
                                                        
42 Ibid., p. 163 
43 Duden Deutsches Universalwörterbuch, 6. Auflage. Bibliographisches Institut GmbH, Mannheim 2007, 
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 また、Klf にはメトロノーム記号♪＝132 とその下に im Anfang sehr zurückhaltend と指示さ
れている。Of にはこれらは無く、Gemächlich の横に rit. _ _ a tempo 記号が書かれている。
この rit. と a tempo の指示がされている場所も Klf と Of では小さな相違点がある。下の譜
例を見ると一目瞭然だが、Of の rit.は 2 小節目から始まり、Klf は曲冒頭に書かれている。
この rit.開始の場所で、Klf の身近にいる人が話し始めるような、また紙芝居を始めるため
に子どもたちに準備をさせている雰囲気と、Of のホルンパート e の躊躇なく広大な山々に
響き始めるスケールの大きさの違いが一瞬にして感じ取ることができる。 





 Of にのみ指示されている 3 小節目の zart gesungen は、Klf の同箇所にも反映することが
できる。譜例 58(Klf, Of ,T. 1-3) 
 














Klf には 13 小節目に rit. 14 小節終わりに a tempo が指示されている。Of では 10 小節から
次々に登場してくる管楽器パートに poco rit.が指示され、これは Klf の 13、14 小節目のアゴ
ーギグに似た効果をもたらしている。Klf のピアノパート右手 14 小節 4 つ目の 16 分音符か




 歌パートが入ってくる 17 小節アウフタクト、Klf ではアウフタクトの“Bald”から a tempo







なっている。譜例 59(Klf, Of,T. 13- 17) 
 







Klf と Of の 20 小節付近から音の構成を見ていくと、Of には記譜されているのに Klf では
見当たらない音が何箇所か続けて出てくる。例えば、Of  20 小節オーボエパートの最後に
出てくる 16 分音符 fis は Klf には無い。次の 21 小節 Of でヴァイオリンが 16 分音符で小節
を埋めているが、この音形は Klf には無く、4 分音符と 8 分音符のみで構成されている。25
小節に付いても全く同様ことが起こっている。Klf で筆者が、このフレーズを歌い難いと感
じた要因がこの点にあると感じる。Of の 16 分音符は、音楽の流れを前に流す働きを持って
いる。この働きを持った音が無くなってしまっているということは、演奏者による創意工
夫が確実に必要な箇所であろう。譜例 60(Klf, Of,T. 19- 25) 
 
 
















に大きな違いをもたらす。譜例 61(Klf, Of,T. 32-36 ) 
 
 
譜例 61(Klf, Of,T. 32-36 ) 
 
   
 
 
Of の 40 小節からオーボエが pp で e を 10 小節持続させる。Klf ではピアノ自体が減衰楽
器のため、このような保持する音を弾くことはできないが、Of でのホルンを模倣するピア
ノパート左手に執拗に続く e の音が存在する。しかし、やはりフレーズとして e の音を入り
直したりするため、緊張感を伴った e の持続音とは働きが異なる。この点についても Of で
しか記譜できない手法である。また、この e の音は曲冒頭のホルンが奏する音と共通し、こ
の点からも、この曲の印象付ける特徴的な音は eであるということが出来る。譜例 62(Klf, Of, 
T. 39-43) 
 





47 小節にも Klf には無い Of のフレーズがある。それは Of においてヴァイオリン 2 が受
けもつ 47 から 50 小節のフレーズである。またこの部分に指示が出されている強弱記号は
Klf でも反映することが出来るものと捉える。この曲のテーマが戻ってくる 50 小節アウフ
タクトのアゴーギグは、17 小節アウフタクトからと同様に a tempo の場所が Klf と Of では
1 拍分前後している。やはりこの相違も、物語を聞かせるという行為と、物語を視覚的に進
行・変化させていく行為の違いが起因している。譜例 63(Klf, Of,T. 47-50 ) 





58 小節アウフタクトから間奏のフレーズが始まる。Of ではかなり大袈裟に 58 小節から
60 小節にかけて、前打音の後の 8 分音符に sf と山型アクセントを施し、これから何か大事
が起こりそうな予兆の音色を響かせる。Klfでは今まで同様シンプルに強弱記号も無く、58，
59 小節にある前打音付きの 8 分音符のテヌートのみである。Of の 60 小節で弦楽器が更に




















Of の 68 小節から再びオーボエが、この曲のテーマ e の音の持続を始めている。視線が
海の中に入っていった場面から注目していきたい箇所は Of の 71 小節、73 小節、75 小節、
79 小節、81 小節、そして 87 小節に出てくる、松葉の強弱記号を縮小させたアクセントに
テヌートが加えられた 3 つの 8 分音符である。Klf にはどちらの記号も存在しない。しかし、
音楽の流れに重点を置いてみていくと、このアクセント記号が付いている部分は決して流
れの中でさらりと通過していく箇所ではなく、8 分音符ごとに軽く楔を打つような働きを求
められる。もう一度 Of に目をやると、同様のアクセントをとる 8 分音符が 76 小節から 78



















る言葉は“Da tät mein Schatz sagen: “Das Ringlein g’hört mein! そこで恋人はこう言うの、「わ
たくしのものでございます！」って。””であるが、“Schatz – sa - gen:”の音節に付く歌パー
トの音形 gis – h – a – (gis) が、ピアノパート右手で 2 回リフレインされる。また恋人の台詞
“Das Ringlein g’hört mein!”の歌パートの“Das – Ring - lein - g’hört”の音形 gis – h – a – (gis)
75 
 
も、91 小節アウフタクトからピアノパート右手に現れてくる。この“Schatz – sa - gen:”の
ピアノによるリフレインの、ピアノパート右手低声部に 88 と 89 小節、89 と 90 小節の小節




恋人の言葉“Das – Ring - lein - g’hört”の gis – h – a – (gis)がリフレインする。実は 88 小節の
Klf と Of の歌パートのリズムが多少異なっている。Klf 88 小節で符点音符を利用している要
因として、ピアノパートのみで、前述した 1 つ目の掛留音 dis の始点を明確にするためとい
うことも考えられる。この掛留音は、主人公の恋人に対する感情が一番高まり、聴き手に
自慢するかのような表情を持つ音と言えよう。Of でこの掛留音はチェロによって奏される。
譜例 66(Klf, Of,T. 87 アウフタクト- 91 ) 
 




が、この小節においても、歌パート音の相違が見られる。100、101 小節の Klf おける歌パ
ートの音を表記すると、cis – h – cis – dis – e / dis – cis – h – a であり、Of では、cis – h – e – dis 





に Klf ではシンプルに最高の喜びの心の描写であり、Of では恋人が飛び越え飛び跳ねやっ
てくる山々の情景を表出しているのではないだろうか。その後に続く 103 小節 1 拍目でア
ウフタクト cis – eis – gis から、信じられないくらいのテンションが上がる fis – ais – cis の和





4 小節間での 3 回にも及ぶ急激な展開は、Klf と Of どちらにも記譜はされていないが、音楽
の流れの速さにも比例してくる。そのため、音楽のエネルギーは非常に高まるが、これま
でのエネルギーが高まる曲中のアゴーギグと違い、アクセントの数が極端に少ない。譜例
67(Klf, Of,T. 100- 106) 
 
譜例 67(Klf, Of,T. 100- 106) 
 
 
そして、一番最後の小節に目を向けたい。Of では、全パート 120 小節目の 1 拍目 8 分音
符で終止を迎えているが、Klf においては同小節 2 拍目にもピアノパート左手 8 分音符 a が
記譜されている。この 2 拍目の a があることで、絵本の読み聞かせが終わり、子どもたちに
「おしまい！」と最後の言葉をかけている雰囲気を作っている。この a の一音の有無で曲の
持つ性格が、Of と Klf とではっきりと色分けされていのだ。譜例 68(Klf,Of ,T. 119- 120) 










 まず曲想と速度指示について、MsではGemütlich. ♪=132、EAではGemütlich. Im Anfang sehr 
zurückhaltend. と記されている。Klf で現在記されている形は、この Ms と EA を融合させた
指示表記である。冒頭においてとても控えめにという指示であるので、①の着目点を踏ま
えて考えると、Klf における雰囲気の子どもに読み聞かせを始める準備とも通ずるものがあ
る。Klf の 1 小節目は作曲当初は付いておらず、2 小節の 3 つの 8 分音符から始まっていた。
その名残が 2 小節 1 拍目の符点 4 分音符の e の音である。また、この e の響きは着目点①の
際に述べたように、Of では曲冒頭のホルンが、また曲中ではオーボエが持続音として至る
所で奏している。この e の響きを曲冒頭で聴き手に印象付けることで、聴き手側が一貫性を
持ちながら自然と曲に耳を傾けることが出来る。Klf では Of とは違い、減衰楽器では同音
を何小節にも渡り持続することは不可能であり、各小節の中に短い音価を幾つか含ませる
ことしかできない。この効果の不足部分を補う役目としても、この 1 小節目の補筆は必要
不可欠であったのだろう。譜例 69 (Klf 1-3 ) 
譜例 69 (Klf 1-3 ) 
 
 
14 から 16 小節にかけて、EA では松葉のクレッシェンド、デクレッシェンドのみ記され
ていた。この小節間の rit. と a tempo は指示されていなかったのだ。13 小節の rit. は Of に
も同じ効果を求めている poco rit. が各楽器のフレーズ冒頭に書かれている。Klf においては
子どもに物語を話すような曲の雰囲気を持ち合わせているため、①の着目点でも Of に比べ








たと思われる。それ故大きな改変が多いのだ。結果的に、この rit. と a tempo を付け加える
ことで、14 小節 2 拍目半を始点として物語へ一気に焦点が集まり、強弱記号とのシナジー
効果で急激な変化を伴う曲の輪郭が明瞭になった。譜例 70(Klf ,T.14-16 ) 
 
譜例 70(Klf ,T.14-16 ) 
 
19 小節ピアノパート左手の 2 つ目の 8 分音符 a は、Ms と EA において e をとっており、
23 小節ピアノパート右手の 1 拍目符点 4 分音符の♯d、Ms と EA において♯が付いてはい





ている。そう考えていくと、この 19 小節と 23 小節に起こっている、音の改変は納得がで
きる。譜例 71(Klf,T. 19 ,23) 
 
譜例 71(Klf,T. 19 ,23) 
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この歌曲において曲の改変は頻繁に行われている。36、37 小節に渡り出てくる 3 つの♯d
であるが、これらもやはり Ms と EA では♯が記譜されていなかった。この改変も、直前に
述べた 19、23 小節と同様なことが起因している。また 37 小節ピアノパート右手 16 分音符






の手段として用いている様に捉えることが出来る。譜例 72(Klf.T. 36-37) 
 
譜例 72(Klf.T. 36-37) 
 
 
58、59 小節は、曲冒頭の 1 小節目同様、Ms における作曲当初の第一の案としてはこの 2
小節は無い予定であった。後で補筆されたと思われる形跡が Ms 上に残されている。60 小
節ピアノパート 1 拍目の前打音付きの a を前小節に拡大したかのような、58、59 小節であ
る。絵本や紙芝居で言うと、次の場面へ進むために、ページをゆっくりとめくるような、
そのような次へ進む転換と遊びの余地を持たせている時間である。譜例 73(Klf ,T.58-60 ) 
 









も明確にさせる働きをしている。前述した 14 から 16 小節間の効果と酷似している。譜例
74(Klf,T. 68-71 ) 
 








区切りは余計なアゴーギグになってしまう。譜例 75(Klf ,T. 79- 82 ) 
 






91 小節において、着目点①でも述べたように gis – h – a – gis のコケティッシュなリフレ






な、ゆとりを持たせた時間としての役目も果たしている。譜例 76(Ms, Klf, T. 91- 94) 
 







上記の小節において、Ms では 92 小節に a tempo (wie im Anfang) と書かれているだけで、
実際現在の Klf における細かなアゴーギグの指示はされていなかった。Ms での 2 小節挿入
された過程もあり、マーラー自身が追加挿入後のアゴーギグの指示をはっきりと示してい




 この曲においての Ms の不明瞭さは、Ms 時点でのマーラー自身による作曲の変更点が多
く、フレーズの削除や挿入が繰り返されているからである。97 小節から 102 小節において
も、作曲過程で一度考えられた歌パートの旋律に訂正線が引かれ、その後二つの旋律が考
えられた。この二つの旋律は、この 97 から 102 小節 Klf と Of の歌パートの二つの旋律を示
す。譜例 77(Ms, nur Sings.  Klf , Of, 97- 10 2 ) 
 






5) Wo die schönen Trompeten blasen 美しいトランペットの鳴り響くところ 
編成：2 Flöten 
2 Oboen 
2 Klarinetten in B 
4 Hörner in F 







曲想：Of: Verträumt. Leise 
      Klf: Geheimnisvoll zart, verträumt durchweg leise 
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 〈Wo die schönen Trompeten blasen〉は 1898 年 7 月の南チロルでの休暇中、マーラーが〈Lied 
des Verfolgten im Turm 塔の中の囚人の歌〉作曲直後にインスピレーションを繋げ、作曲さ





取り上げている〈Wer hat dies Liedlein erdacht!?〉でも同様の手法をとられている。 
 Of の初演は 1900 年 1 月 14 日、〈Das irdische Leben〉と共に、マーラー自身の指揮によっ
てウィーンフィル交響楽団のオーケストラ伴奏にてウィーンで行われた。Klf の初演は、同




 まず、曲想表示に Of と Klf で違いがある。オーケストラ構成の後にも記してあるが、Of
には Verträumt. Leise 夢見がちに。静かに、Klf には Geheimnisvoll zart, verträumt 謎に満ち
て穏やかに、夢見がちに 二行目に durchweg leise 一貫して静かに と記してある。どちらの







トで相乗効果を発揮しやすい言葉や表現を使っていると言ってもよい。譜例 78 (Klf, Of,T. 
1-3) 




 Of では 8、9、10 小節目終わりに❜で区切りの指示が出ているが、Klf では 8 小節に❜は存
在しない。この相違は Of では 9 小節目からフルート 2 が入ってくるため、敢えて❜をつけ
ている。また楽器が一パートが増えることで、自然とクレッシェンド効果が生まれ、その
効果をKlfでも再現するために、Klfのクレッシェンド記号は 9小節目から指示されている。
Of では 10 小節のみの指示である。また、11 小節 Of の二分音符に付いている sf は、Klf で
は山型アクセントになっている。この指示の効果を比較すると、Klf において 11 小節前打
音の付いた 2 分音符はそこまでの鋭さを求められていない。また、Of の 11 から 12 小節に
かけて記されているクレッシェンドが Klf に無いのは、ピアノが減衰楽器のため指示の必要
性がないためである。そして、曲冒頭から小節ごとに必ず鳴り続ける a の音は、この小節来
ても尚持続しており、この a の響きは隠れるように、また執拗に 51 小節目まで鳴り続けて
いく。譜例 79(Klf, Of,T. 8-12) 
譜例 79(Klf, Of,T. 8-12) 
 
 17 小節目から、Of ではチェロが地底から沸き上がるような物々しい響きを、いわくあり
げに奏し、ヴィオラにそのエネルギーを受け継いでいる。この小節からの前打音後の小節
頭の音に全て sfpp が付いている。この sfpp は Klf には全く記されていない。この指示の有




しているからだ。譜例 80 (Klf, Of, T. 17-20) 




 21 小節から歌パートが歌い始め、30 小節目で言葉を断ち切るかのように、Of でまたトラ
ンペットが鳴り始める。この 30 小節目 Of では 32 分音符の短前打音、Klf では 32 分音符の
複前打音で書かれている。その後 32 小節目の複前打音は Of ではフルートが受けもってい
る。このことから、Klf の 30 小節目の複前打音は現実的なトランペットをそのまま象徴し
ているというよりは、Of でこの旋律を受けもつフルートのように、トランペットの要素を
受け継ぎながら夢か現実か不確か世界へ音楽を誘っていく。譜例 81(Klf, Of, T. 30-33) 
また 32 小節でトランペットから受け継いだフルートの旋律は 34 小節目で一度高揚を見
せる。34 小節目の Of での sf は Klf では見られないのだが、その衝撃が無い代わりにピアノ
の器楽的性格で、現実ではないぼんやりとした夢の世界へ気づかれないようゆっくりと変
化していくことができる。Of の 36 小節から指示されている poco rit.も、いくつかの性質が
違う楽器を伴いながら現実ではない世界へゆっくりと音を集約し、また現実的ではない音
へ変化させていくには、この poco rit.の時間が必要不可欠だったのだ。譜例 81(Klf, 
Of,T.32-39) 
 





 40 小節目 3/4 拍子に変わり、アウフタクトから調性も D-dur に転調する。48 小節目 Klf の
みに、von ┌ bis ┐Oberstimme der rechten Hand über die Gesangstimme hervortretend と記されて








 前述したが、曲冒頭からか並ぶ各小節に a が鳴り続けているが、54 小節になって初めて a
が一瞬消える。それを必死で隠すかのように、Of では 55 小節アウフタクトから歌パート以
外でクレッシェンドを始める。このクレッシェンドは Klf では用いておらず、強弱の変化を






与えた。譜例 82(Klf, Of, T.48-55) 
 





 59 小節目“Stern”から次の小節“Bei”に向かっての fis – d に、Klf ではスラーが付いて
いる。Of においてこのスラーが付いていないのは、同じフレーズをフルートが奏してくれ
るからである。同じ旋律を動くことで、fis の音価を保つエネルギーが増し、歌パートも無





の比較で、何か改善できる要素を取り入れることができると確信している。 譜例 83(Klf, Of, 
T. 59-63) 
 
譜例 83(Klf, Of, T. 59-63) 
 
 82 小節アウフタクト Of、歌パートの“willkommen sein”のフレーズを待ったく同じ音でオ
ーボエが一緒に歌っている。オーボエのみに pp からの松葉のクレッシェンドとデクレッシ






たのだ。譜例 84(Klf, Of, T.81-83) 




 88 小節で Ges-Dur に転調し柔らかな雰囲気が流れ始めるが、Klf はピアノパート左手が、
Of ではチェロが ges – des – ges – des と不安定な要素を持ちながら進み続ける。また減衰楽
器には不可能な指示が Of のヴァイオリン 1 の 88 節目に出てくる。このクレッシェンドが
Klf ではできないために、89 から 90 小節にわたるデクエッシェンドも指示されていない。









違から考えると、各言葉の音節の母音の響きと、Of と Klf の音の響きの違いによって、よ
り言葉が明瞭に聴こえるように考慮して、違う言葉をあてたのではないだろうかと筆者は
考える。譜例 85(Klf, Of, 88-95) 
 






 100 小節から 103 小節目にかけて、Of では松葉のクレッシェンドとデクレッシェンドが
多用されている。また espr.が付いているため、音楽の流れとしてももっと動きのほしいと
ころである。104 小節の“Sie reicht‘ ihm auch die schneeweiße Hand.”に向かって、この抑揚
の強弱はピアノパート右手の和声構成に運指のテクニックに多少難は見られるが、Klf でも
全く不可能ではないと筆者は考える。加えて 106 小節の Klf にも、Of のクレッシェンドを
反映することは可能である。譜例 86(Klf, Of, T. 100-106) 
 
 






 116 小節アウフタクト Of では“das Mädchen fing zu weinen an.”、Klf では“da fängt sie auch 
zu weinen an.”と違う言葉をあてている。これもマーラーの意図によるものである。ちなみ
に、二つの原詩の〈Unbeschreibliche Freude〉の一文が Of の44“das Mädchen fing an zu weinen.”、
                                                        















に新たな和音で入り直すことで、118 小節の 1 拍目にそれまでのクレッシェンドを伴う熱量
が頂点に達す。流れを遮ることなく 118 小節の 1 拍目に頂点を持ってくるには、“zu”の後
の区切りが最適であると言える。Klf においては減衰楽器のピアノを補うように“zu”の前
でブレスをとり、歌パートの c を踏み台にしながら“weinen ”に進むと 118 小節において
Of に似た効果が生まれるのだ。譜例 87 (Klf, Of, T. 115-122) 
 
 




 130 小節アウフタクトから immer leise で泣かないでくれと、愛する人に語りかける場面で
ある。138 のアウフタクト“Auf’s Jahr”からの旋律は、実は 48 小節から Of ではフルート
が歌パートと共に歌う旋律そのものである。48 小節からの Klf では、この旋律が歌よりも
際立つようにという指示が出されている。その理由は、130 小節で明らかになる。“Auf’s Jahr 










 175 小節 Klf のピアノパート右手に一つ目の和音の後、16 分休符が存在している。加えて
176 小節も同様な 16 分音符がある。この効果は Of における 175 小節 1 拍目の fp と 176 小
節 2 拍目の ff が同様の効果をもたらし、その拍にストレスを置くことで休符が挟まった付
点の音形のように、少し跳ねた機敏な性格を与える。譜例 89 (Klf , Of , T. 175-176) 
 
譜例 89 (Klf , Of , T. 175-176) 
 
 
 178 小節アウフタクトから Klf では 179 小節までクレッシェンド、180 小節では 1 拍目に
山型アクセントも付いている。また、182 小節目の歌パート 2 拍目のみデクレッシェンドが
付いている。 
 185小節 Klf の 1 拍目と 2 拍半目、また 186小節の 1 拍目に山型アクセントが付いている。
Of ではその代わりに前曲でも出てきていた松葉の強弱記号を縮小した指示が、上記の 1 拍 
のみに出てくる。また 187 小節目 Of には山型アクセントは付いていないのだが、Klf では











この曲の Klf の Ms はアメリカ、ニューヨークの The Pierpont Morgan Library の The Robert 
Owen Lehman Collection に所蔵されている。EA はウィーンのヴァインベルガー社から 1899
年に出版されている。 
12 小節から 13 小節に渡るピアノ右手の a おいて EA ではタイが付いておらず、その代わ
りに Ms でも EA でも 12 小節から 14 小節終わりにかけてスラーが付いていた。また、EA
において、14、15 小節間の二重線は存在していなかった。譜例 91(Klf, T.12-13) 
  




18、19 小節目のピアノパート左手の複前打音には、スラーが付いていなかった。譜例 92(Klf, 
T.18-19) 
譜例 92(Klf, T.18-19) 
 
 40 小節目テンポの指示として、Klf には下の譜例 のように記してある。しかし、Ms と
EA においては♩♩♩= wie früher ♩♩という形で記されていた。この表記であると演奏者が間違
って解釈する可能性があるということで、現在の表記に変化した。譜例 93 (Klf, T.40) 
 
譜例 93 (Klf, T.40) 
 
 41、42 小節で歌われる“Herzallerlieble”だが、EA では誤植により“Herzallerliebste”と
記されていた。筆者もこの“- liebste”で歌っている音源をいくつか聴いたことがある。こ
のことからも、いくつか版ががある場合必ず EA などとの比較考察しながら、最も望ましい
楽譜を演奏者が決定しなければならない。譜例 94(Klf, T. 41-42) 




48 小節アウフタクトから 55 小節 1 拍目まで、von ┌ bis ┐Oberstimme der rechten Hand über 
die Gesangstimme hervortretend が有効となっている。Ms ではこの指示がページ脇の下の方に
記されており、範囲は確実に指示されている。しかし、EA では注釈として楽譜の上部に記
されているが、有効範囲が 49 小節から 50 小節となっていた。また、譜例のように範囲指
示も┌  ┐この記号で記されていない。この EA については誤植であるのは明確である。 
 
譜例 95 (Klf, T. 48-55) 
 
 
EA では 59 小節から 60 小節にかけてクレッシェンド記号が記されており、60 小節に入っ
てから mit Aufschwung の指示が書かれてあった。また Ms ではその指示が 59 小節から記さ
れていた。この相違を鑑みると、マーラー自身がこの 60 小節に向けての mit Aufschwung の
効果をいかに表現でいるか、最も相応しい表記の仕方を探っていたようにも想像できる。




 63 小節から 72 小節歌パートにおいて、スラーが多用されているが、Ms においては音節
ごとに記されている短いスラーのみ付いていた。小節ごとの数珠つなぎのようなスラーま
たはタイが 68 小節からは始まる。EA では 70、71 小節のスラーは削られていた。71 小節の
e を歌い直すことで、次の d 歌う前の段階で既に高揚の段階が一段高くなったようにも感じ
る。この音楽的熱量のベクトルをはっきりと示すために、この 71 小節目の e の音をもう一
度歌い直すというイメージはとても有効的である。譜例 97(Klf, T. 63-72) 
 






99 小節と 100 小節の間の❜は、Ms の際は存在しなかった。また、Of にもこの❜は記さ
れていない。❜が書かれているのは Klf の EA 以降であるが、初めに Klf を作曲し、EA を








フレーズの終わりを作り、区切りをつけ新しく右手フレーズを始めることで、100 小節 1 拍
目に踏み込むようなエネルギーを作り出した。Klf でのこの小節での音楽の作りは、これが
最も相応しいと判断したのだ。Of においては❜なしで、100 小節へのエネルギーをヴァイ
オリンとヴィオラで継続している。譜例 98 (Klf, Of, T. 98-100) 
 









ト右手が奏している。cis と二つ目の d を念押しするよう奏することで、この場面を象徴す
る“Nachtigall”をより効果的に際立たせている。譜例 99(Klf, T. 7-8, 114-115) 
 
譜例 99(Klf, T. 7-8, 114-115) 
 




Ms において 116 小節ピアノパート右手 2 拍目♯が無く、g になっていた。この部分が g
の音になると、言葉の意味合いがとても軽くなってしまう。また、118 小節の歌パート、ピ
アノパート両方に付いているアクセントは EA では記されていなかった。譜例 100 (Klf, T. 
115- 118) 
 
譜例 100 (Klf, T. 115- 118) 
 
 
122 小節ピアノパート左手、Ms と EA において a の♯が無かったため、調性が moll にな
っていた。ais でないと、曲想として全く救いのない音楽のベクトルが生まれ、更に悲しい
出来事が起こるような、そんな雰囲気を醸し出す。譜例 101(Klf, T. 122) 
 
譜例 101(Klf, T. 122) 
 
 
171 小節目からスタッカートが多用されているが、EA においては 172 小節目の 3 連符、





























 この章では前章で音楽分析をした各 5 曲について、採用された原詩とマーラーが作曲す
るにあたって改変加えた箇所、また自作の詩を挿入した箇所について詳しく見ていくこと










深く、この研究の大事な手助けになると考え、第 2 章においては『Des Knaben Wunderhorn: in 




                                                        
45 Richard Dehmel(1863－1920) プロイセンのブランデンブルク州の小さな村に生まれたドイツの詩人。自
然科学、経済学、文学などを大学で学び、仕事の傍ら 1891 年処女詩集『救済』を発表した。彼の詩は、自
然主義的、また社会的な性格を持ち、精神的、形而上学的なエロスによる救済願望を特徴としている。 
46 ジルバーマン、アルフォンス『グスタフ・マーラー辞典』(Alphons Silbermann. MAHLER LEXIKON) 山我
哲雄訳、柴田南雄監修、東京：岩波書店、1993 年、247 頁。 
47 Hg. von Erich Stockmann, Des Knaben Wunderhorn: in den Weisen seiner Zeit. Akademie- Verlag = Berlin, 1958. 
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DKW Ⅰ,Ⅱ, Ⅲ = Des Knaben Wunderhorn. Alte deutsche Lieder, gesammelt von Achim von 
Arnim und Clemens Brentano, 3Bde., Heidelberg 1806/08 
f. = 前に記載されているページ数及び、次のページにまたがって記載されている。 
太字イタリック体 ＝作曲の際に G. マーラーが原詩に変更を加えた箇所。 
 
1) Urlicht 原光 
Urlicht                       DKW Ⅱ 11 
 
O Röschen roth, 
Der Mensch liegt in gröster Noth, 
Der Mensch liegt in gröster Pein, 
Je lieber mögt ich im Himmel seyn. 
Da kam ich auf einen breiten Weg, 
Da kam ein Engellein und wollt mich abweisen, 
Ach nein ich ließ mich nicht abweisen. 
Ich bin von Gott, ich will wieder zu Gott, 
Der liebe Gott wird mir ein Lichtchen geben, 




O Röschen rot! 4 
 
Der Mensch liegt in größter Not! 7 
Der Mensch liegt in größter Pein! 7 
Je lieber möcht' ich im Himmel sein，9 
Je lieber möcht' ich im Himmel sein! 9 
 
Da kam ich auf einen breiten Weg; 9 
Da kam ein Engelein und wollt’ mich abweisen. 12 
Ach nein，ich ließ mich nicht abweisen，9 
Ach nein，ich ließ mich nicht abweisen! 9 
Ich bin von Gott，und will wieder zu Gott! 10 
Der liebe Gott，4 
Der liebe Gott wird mir ein Lichtchen geben，11 
Wird leuchten mir bis an das ewig selig' Leben!13 
 
左側の原詩の 1 行目 “gröster” 、“roth” 、2 行目 “gröster”、“Noth”、4 行目“seyn”、
























 曲の最後に向かい高揚していく途中に“Ich bin von Gott，und will wieder zu Gott! Der liebe 
















2) Wer hat dies Liedlein erdacht!? 誰がこの歌を作ったの!? 
Wer hat dies Liedlein erdacht   DKW 213f. 
Mündlich. 
 
Dort oben in dem hohen Haus, 
Da guckt ein wacker Mädel raus, 
Es ist nicht dort daheime, 
Es ist des Wirths sein Töchterlein, 
Es wohnt auf grüner Heide. 
 
Und wer das Mädel haben will, 
Muß tausend Thaler finden, 
Und muß sich auch verschwören, 
Nie mehr zu Wein zu gehn, 
Des Vaters Gut verzehren. 
 
Wer hat denn das schöne Liedel erdacht? 
Es habens drei Gäns übers Wasser gebracht, 
Zwei graue und eine weisse; 
Und wer das Liedlein nicht singen kann, 
Dem wollen sie es pfeifen. 
 
 




Zum Sterben bin ich, 
Verliebet in dich, 
Deine schwarzbraune Aeugelein, 
Verführen ja mich 
  
Bist hier oder bist dort, 
Oder sonst an eim Ort, 
Wollt' wünsche, könnt rede, 
Wer hat dies Liedlein erdacht?! 
 
 
Dort oben am Berg in dem hohen Haus! 
In dem Haus! 
Da gucket ein fein's lieb's Mädel heraus!  
Es ist nicht dort daheime! 
Es ist nicht dort daheime! 
Es ist des Wirts sein Töchterlein!  
Es wohnet auf grüner Heide!  
 
Mein Herzle is' wundt! 
Komm' Schätzle mach's g'sund!  
Dein' schwarzbraune Äuglein， 
die hab'n mich vertwund't!  
 
Dein rosiger Mund  
macht Herzen gesund.  
Macht Jugend verständig， 
macht Tote lebendig， 
macht Kranke gesund， 
ja gesund!  
 
Wer hat denn das schön schöne Liedlein erdacht?  
Es haben's drei Gäns' über's Wasser gebracht! 
Zwei graue und eine weiße! 
Zwei graue und eine weiße! 
Und wer das Liedlein nicht singen kann， 





Mit dir ein Paar Wort. 
 
Wollt' wünsche es wär Nacht, 
Mein Bettlein wär gemacht, 
Ich wollt mich drein legen, 
Feins Liebchen darneben, 
Wollt s' herzen daß s' lacht. 
 
Mein Herz ist verwund't, 
Komme Schätzl' machs gesund, 
Erlaub mir zu küssen 
Dein'n purpurrothen Mund. 
 
Dein purpurrother Mund, 
Macht Herzen gesund, 
Macht Jugend verständig, 
Macht Todte lebendig, 
Macht Kranke gesund. 
 
Mädchen. 
Meine Mutter hat nur 
Ein schwarzbraune Kuh , 
Wer wird sie denn melken, 
Wenn ich heurathen thu? 
 
Sänger. 
Der dies Liedchen gemacht, 
Hat's Lieben erdacht, 
Drum wünsch ich mein feins Liebchen, 
Viel tausend gute Nacht. 
 
〈Wer hat dies Liedlein erdacht?!〉では、二つの詩から引用、3 行程度のマーラーによる自
作の文を挿入し構成されている。2 つの詩から詩を選び出しているため、視覚的に詩の構成
がわかるように色分けを試みた。同色の箇所が詩をそのまま反映させている、または要素
として作曲をする際の詩に取り入れていることを意味する。一つ目の原詩〈Wer hat dies 
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Liedlein erdacht〉にて網掛けのある第 2 節は、作曲の際マーラーが完全に削除してしまった。
その箇所に二つ目の原詩〈Wers Lieben erdacht〉の緑色の箇所を挿入、また右側の作曲時の
詩の第 2 節目“Dein' schwarzbraune Äuglein，die hab'n mich vertwund't! Dein rosiger Mund”
2 節目最後の“ja gesund”は、原詩の流れを汲みながら、マーラー自身が考えた詩を付け加
えた。このことからもわかるように、一つ目の原詩〈Wer hat dies Liedlein erdacht〉を軸とし、
不足している要素のみを 2 つ目の原詩〈Wers Lieben erdacht〉から、マーラーの構想上の音
楽に沿うように彼自身が選び出し補っている。 
























                                                        
48 ドイツの南西部の地域。バーデン＝ヴュルテンベルク州とバイエルン州内のシュヴァ―ベン行政管区に
あたる 
49 Hilman-Voit, Renate. Im Wunderhorn-Ton, Gustav Mahlers sprachliches Kompositionsmaterial bis 1900. by Dr. 
Hans Schneider, Tutzing, 1988, p.88 







3) Lob des hohen Verstandes 高き知性を讃えて 
Wettstreit des Kukuks mit der Nachtigal   
DKW Ⅱ 33f. 
 
Einsmals in einem tiefen Thal 
Der Kukuk und die Nachtigal 
Thäten ein Wett anschlagen, 
Zu singen um das Meisterstück: 
»Gewinn es Kunst, gewinn es Glück, 
Dank soll er davon tragen.« 
 
Der Kukuk sprach: So dirs gefällt, 
Ich hab zur Sach ein Richter wählt, 
Und thät den Esel nennen, 
Denn weil er hat zwey Ohren groß, 
So kann er hören desto bas, 
Und was recht ist, erkennen.  
 
Sie flogen vor den Richter bald, 
Wie ihm die Sache ward erzählt, 
Schuf er, sie sollten singen: 
Die Nachtigal sang lieblich aus, 
Der Esel sprach, du machst mirs kraus, 
Ich kanns in Kopf nicht bringen. 
 
Der Kukuk drauf anfing geschwind 
Kukuk! sein Sang durch Terz, Quart, Quint 
Und thät die Noten brechen; 
Er lacht auch drein nach seiner Art, 
Dem Esel gefiels, er sagt, nun wart, 
Ein Urtheil will ich sprechen. 
Lob des hohen Verstandes 
 
 
Einstmals in einem tiefen Tal a 
Kukuk und Nachtigall a 
Täten ein Wett' anschlagen: b 
Zu singen um das Meisterstück， c 
Gewinn' es Kunst，gewinn' es Glück: c 
Dank soll er davon tragen. b 
 
Der Kukuk sprach: “So dir's gefällt，a 
Hab' ich den Richter wählt，” a 
Und tät gleich den Esel ernennen! b 
“Denn weil er hat zwei Ohren groß，c 
Ohren groß，Ohren groß， 
So kann er hören desto bos c 
Und，was recht ist，kennen!” b 
 
Sie flogen vor den Richter bald. a 
Wie dem die Sache ward erzählt， a 
Schuf er，sie sollten singen! b 
Die Nachtigall sang lieblich aus! c 
Der Esel sprach: “Du machst mir's kraus!  c 
I-ja! I-ja! 
Ich kann's in Kopf nicht bringen!” b 
 
Der Kukuk drauf fing an geschwind a 
Sein Sang durch Terz und Quart und Quint.  a 
Dem Esel g'fiels，er sprach nur  




Wohl sungen hast du Nachtigal, 
Aber Kukuk singst gut Choral, 
Und hältst den Takt fein innen; 
Das sprech ich nach mein hohen Verstand, 
Und kostets gleich ein ganzes Land, 
So laß ich dichs gewinnen. 
Wohl sungen hast du，Nachtigall! b 
Aber Kukuk，singst gut Choral，gut Choral! b 
 
Und hältst den Takt fein innen，fein innen! a 
Das sprech' ich nach mein' hoh'n Verstand，b 
Hoh'n Verstand，hoh'n Verstand! 
Und kost' es gleich ein ganzes Land， b 
So laß ich's dich gewinnen , gewinnen!” a 
Kukkuck，Kukkuck，I-ja! 
 
 この曲の原詩は、上記左側に載せた〈Wettstreit des Kukuks mit der Nachtigall〉であり、冠
詞や定冠詞の省略などはあるが、大きく削除された部分は、4 節目の 3、4 行目“Und thät die 









行の最後にアルファベットで記載した。第 1 節から第 3 節においては、1 行ごと、a a b c c b
の同形で韻を踏み、第 4 節と第 5 節においては不規則な形になり、a と b の二つの韻のみに
なっている。 
 
 第 1 章第 2 節でのこの曲の音楽分析でも前述したが、〈Lob des hohen Verstandes〉の作曲経












の違いはほぼ無い。では、上記の左右の詩の第 1 節 2 行目と第 2 節 3 行目を比較してみる。
左の原詩 Der Ku-kuk und die Nach-ti-gal(8 音節)は、改変後は Ku-kuk und Nach-ti-gall(6 音節)
























 この〈Lob des hohen Verstandes〉の曲名が最終的に決定されるまで、2 つの観点の異なるマ
ーラーの目論見が存在している。第一に彼はもともとこの曲の曲名を〈Lob der Kritik 批評




                                                        
51 Hilman-Voit, Renate. Im Wunderhorn-Ton, Gustav Mahlers sprachliches Kompositionsmaterial bis 1900. by Dr. 
Hans Schneider, Tutzing, 1988, p97. 
52 Ibid,. p97 
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Beckmesser を Beckmessertun という形に変えてこの言葉を使っている。Beckmesser とは本名
を Sixtus Beckmesser と言い、16 世紀のニュルンベルクの工匠歌人で、R. ワーグナーの《ニ
ュルンベルクのマイスター・ジンガー》に登場する人物である。Beckmesser とはドイツ語
では瑣末なあら探しをする人、またペダンチック53なオペラ評論家を指す、主に比喩的な言









てしまうと、この曲に対して聴き手は明確な先入観を植え付けられ、第 1 章第 2 節で述べ
た曲の中に溢れるアイロニーの効果が弱まってしまう。更には、 “hit at his critics”や“revenge 




ら離れさせてしまい兼ねない。この〈Lob der Kritik 批評への賛美〉という曲名はこれらの
マーラーにとって負の状況を作り出す影響力を持っていたのだ。 











もロバの発する滑稽な言葉として、露骨に“das sprech ich nach mein‘ hoh’n Verstand”が作り
出されている。しかしまた一方では、この歌曲から価値判断の本質を、とにかく何か、全
ての人々にもたらせるよう呼びかけている状態にあるのだ。これらのマーラーの目論見の
                                                        
53 Pedantic、学問や知識をひけらかすこと。衒学(げんがく)的。ペダントリー。 















4) Rheinlegendchen ラインの小伝説 
Rheinischer Bundesring   DKW Ⅱ 15f. 
Mitgetheilt von Frau von Pattberg. 
 
Bald gras ich am Neckar, 
Bald gras ich am Rhein. 
Bald hab ich ein Schätzel, 
Bald bin ich allein. 
 
Was hilft mir das Grasen 
Wann die Sichel nicht schneidt, 
Was hilft mir ein Schätzel, 
Wenn's bei mir nicht bleibt. 
 
So soll ich dann grasen 
Am Neckar am Rhein, 
So werf ich mein goldiges 
Ringlein hinein. 
 
Es fliesset im Neckar, 
Und fliesset im Rhein, 
Rheinlegendchen 
    
 
Bald gras' ich am Neckar， 
Bald gras' ich am Rhein;  
Bald hab' ich ein Schätzel， 
Bald bin ich allein!  
 
Was hilft mir das Grasen， 
Wenn d'Sichel nicht schneid't;  
Was hilft mir ein Schätzel， 
Wenn's bei mir nicht bleibt!  
 
So soll ich denn grasen  
Am Neckar，am Rhein;  
So werf' ich mein goldenes  
Ringlein hinein!  
 
Es fließet im Neckar  
Und fließet im Rhein， 
                                                        
55 Ibid,. p. 98 
56 Ibid,. p. 98 
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Soll schwimmen hinunter 
Ins tiefe Meer n'ein. 
 
Und schwimmt es das Ringlein, 
So frißt es ein Fisch, 
Das Fischlein soll kommen 
Aufs König sein Tisch. 
 
Der König thät fragen, 
Wems Ringlein soll sein? 
Da thät mein Schaz sagen, 
Das Ringlein g'hört mein. 
 
Mein Schäzlein thät springen, 
Berg auf und Berg ein, 
Thät mir wiedrum bringen, 
Das Gold Ringlein fein. 
 
Kannst grasen am Neckar, 
Kannst grasen am Rhein, 
Wirf du mir immer 
Dein Ringlein hinein. 
Soll schwimmen hinunter  
In's Meer tief  hinein! 
 
Und schwimmt es，das Ringlein， 
So frißt es ein Fisch!  
Das Fischlein soll kommen  
Auf's König's sein Tisch!  
 
Der König tät fragen， 
Wem's Ringlein sollt' sein?  
Da tät mein Schatz sagen:  
“Das Ringlein g'hört mein!”  
 
Mein Schätzlein tät springen  
Berg auf und Berg ein， 
Tät mir wied'rum bringen  
Das Goldringlein fein!  
 
Kannst grasen am Neckar， 
Kannst grasen am Rhein! 
Wirf du mir nur immer  
Dein Ringlein hinein! 
 
〈Rheinlegendchen〉は、ほぼ原詩そのままの形で曲が付けられている。変化しているのは、
第 3 節目の 1 行目“denn”、第 4 節目の 4 行目“Meer tief”、第 8 節目の第 3 行目“nur”の三
箇所である。 
 第 3 節目の 1 行目“denn”は、原詩では“dann”をとっている。この行の音節数は原 





3/8 拍子 ／／57 So｜soll- ich- den｜gra-sen –Am｜Ne-ckar –am｜Rhein 
 
                                                        
57 この行の表記では、8 分休符記号の代わりに／を用いる。 
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次に第 4 節目の 4 行目“Meer tief”である。ここも“tief”“Meer”を入れ替えただけであ
り、音節数にも変化はない。指輪が“Soll schwimmen hinunter in's Meer tief  hinein! 下流へ
流れていき、海の底へ深く！”流れ沈んでいく場面を、楽譜と共に検証していくと、“hinunter 
下へ向かって”の“-unter”のところで、歌パートもピアノパートの右手も下降の音形をと
っている。同様に、次の小節の“Meer tief  hinein! 海の底へ深く”でも下降音形をとり、









                            
5)  Wo die schönen Trompeten blasen 美しいトランペットの鳴り響くところ 
Unbeschreibliche Freude      DKW Ⅲ 112 
Mündlich. 
 
Wer ist denn draussen und klopfet an? 
Der mich so leise wecken kann? 
Das ist der Herzallerliebste dein, 
Steh auf und laß mich zu dir ein. 
  
Das Mädchen stand auf, und ließ ihn ein, 
Mit seinem schneeweissen Hemdelein; 
Mit seinen schneeweissen Beinen, 
Das Mädchen fing an zu weinen. 
 
Wo die schönen Trompeten blasen 
 
 
Wer ist denn draußen und wer klopfet an，a 
Der mich so leise，so leise wecken kann?  a 
Das ist der Herzallerliebste dein，b 
Steh' auf und laß mich zu dir ein!  b 
 
Was soll ich hier nun länger steh'n?  a 
Ich seh' die Morgenröt' aufgeh'n，a 
Die Morgenröt'，zwei helle Stern'，b 
Bei meinem Schatz，da wär ich gern'!  b 
Bei meiner Herzallerlieble!  × 
112 
 
Ach weine nicht, du Liebste mein, 
Aufs Jahr sollt du mein eigen seyn; 
Mein eigen sollt du werden, 
O Liebe auf grüner Erden.  
 
Ich wollt daß alle Felder wären Papier, 
Und alle Studenten schrieben hier; 
Sie schrieben ja hier die liebe lange Nacht, 
Sie schrieben uns beiden die Liebe doch nicht ab. 
 
 
Bildchen            DKW Ⅲ 81ff. 
 
Auf dieser Welt hab ich keine Freud, 
Ich hab einen Schatz und der ist weit, 
Er ist so weit, er ist nicht hier, 
Ach wenn ich bei mein Schätzgen wär! 
 
Ich kann nicht sitzen und kann nicht stehn, 
Ich muß zu meinem Schätzgen gehn; 
Zu meinem Schatz, da muß ich gehn, 
Und sollt ich vor dem Fenster stehn. 
 
Wer ist denn draussen, wer klopfet an? 
Der mich so leis aufwecken kann; 
Es ist der Herzallerliebster dein, 
Steh auf, steh auf und laß mich rein! 
 
Ich steh nicht auf, laß dich nicht rein, 
Bis meine Eltern zu Bette seyn; 
Wenn meine Eltern zu Bette seyn, 
So steh ich auf und laß dich rein. 
 
Was soll ich hier nun länger stehn, 
Ich seh die Morgenröth aufgehn; 
 
Das Mädchen stand auf und ließ ihn ein，a 
Sie heißt ihn auch willkommen sein. a 
Willkommen trauter Knabe mein!  a 
So lang hast du gestanden!  × 
Sie reicht' ihm auch die schneeweiße Hand. × 
Von ferne sang die Nachtigall，× 
Da fängt sie auch zu weinen an! × 
 
Ach weine nicht，du Liebste mein，a 
Ach weine nicht，du Liebste mein!  a 
Auf's Jahr sollst du mein Eigen sein.  a 
Mein Eigen sollst du werden gewiß，× 
Wie's Keine sonst auf Erden ist! × 
O Lieb auf grüner Erden. × 
 
Ich zieh' in Krieg auf grüner Heid;  a 
Die grüne Heide，die ist so weit!  a 
Allwo dort die schönen Trompeten blasen，b 





Die Morgenröth, zwey helle Stern, 
Bey meinem Schatz, da wär ich gern.  
 
Da stand sie auf und ließ ihn ein, 
Sie heißt ihn auch willkommen seyn; 
Sie reicht ihm die schneeweiße Hand, 
Da fängt sie auch zu weinen an. 
 
Wein nicht, wein nicht mein Engelein! 
Aufs Jahr sollst du mein eigen seyn; 
Mein eigen sollst du werden gewiß, 
Sonst keine es auf Erden ist. 
 
Ich zieh in Krieg auf grüne Haid, 
Grüne Haid die liegt von hier so weit, 
Allwo die schönen Trompeten blasen; 
Da ist mein Haus von grünem Rasen. 
 
Ein Bildchen laß ich mahlen mir, 
Auf meinem Herzen trag ichs hier; 
Darauf sollst du gemahlet seyn, 
Daß ich niemal vergesse dein. 
 
 
 前述したように、〈Wo die schönen Trompeten blasen〉は、上記左側に載せた二つの民謡詩
〈Unbeschreibliche Freunde〉と〈Bildchen〉から構成され、マーラーによる改変が加えられ
作曲されている。改変が加えられている右側の詩は、色分けした通り〈Unbeschreibliche 
Freunde〉の第 1 節と〈Bildchen〉の第 3 節が基になっている。この二つの詩の各節の要素が
もともとほぼ同様のため、音節を合わせるためにマーラーの求める形に自身が小さな改変
を加えている。また、改変後の詩の第 4 節も同様に、〈Unbeschreibliche Freunde〉の第 3 節
と〈Bildchen〉の第 3 節目が基になっている。マーラーが直前の言葉のリフレインではなく、
自身が作った詩文を４箇所加えているが、それらは第 3 節に主に挿入されている。各行の
韻を見ていくと、形式的に韻の働きを成している節は、第 1 節、第 2 節、第 5 節のみであ
る。第 2 節目は最後の 5 行目だけは韻を踏んでいない。また、色を表す言葉がこの曲の中
でいくつか出てくる。“Morgenröth”が 2 回、“schneeweise”、“grün”に関しては 4 回も出てく
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る。この点もこの〈Wo die schönen Trompeten blasen〉の大きな特徴と言えるだろう。 







のパズルがすっきりとはまるかのように創り上げられている。その最後の 1 ピースが、“so 
leise”のリフレインの形をした空白に部分に、その最後の 1 ピース“von grünem Rasen”が
はまった時に、〈Wo die schönen Trompeten blasen〉の表に表出している物語と、その背景で
渦巻く死の予感が表裏一体になる瞬間が生まれ、聴き手に、悲しみだけに留まらず一種の
恐怖の予感を与える。愛の歌でありながらこのようなぞっとする「恐怖の予感」も与える





〈Unbeschreibliche Freunde〉と改変後の第 2 節目で使われている“Herzallerlieble”は、通常
は使われない方言の形であり、曲中で方言を使用する効果としては、〈Wer hat deies Liedlein 
erdacht!?〉でも取り入れられている異化効果と同様であると言える。Weinberger 社から初版
を出版する際、マーラーが書いたこの曲のオーケストラ伴奏版の手稿には、第 1 節目には










合、最後の音価に “-bste ”または “- ble” のどちらを採用するか検討することで、解決
                                                        
58 Ibid,. p. 201 











に挙げる。下記の詩は“Bildchen”の第 7 節 4 行目に出てくる。ストレスがかかると思われ
る音節に網掛けを施した。 
 






wie’s keine sonst auf Erden ist. 
 
また、次の〈Bildchen〉の第 8 節 2 行目の箇所についても見ていく。 
 













                                                        


















Hand ”と並べ見ていく。“Morgenröth”は rot 赤であり、“schneeweisse”は文字通り白を意


















                                                        
61 Ibid,. p. 204 
62 Ibid,. p. 204 





 第 2 章のはじめでも述べたが、G. マーラーが採用したドイツ民謡詩集『子どもの魔法の
角笛』の、詩に付いていた元の民謡の旋律が『Des Knaben Wunderhorn: in den Weisen Zeit』64
にまとめられている。今回の研究ではマーラーの《角笛》歌曲から 5 曲選曲しているが、
それらの原詩の元の民謡旋律を『Des Knaben Wunderhorn: in den Weisen seiner Zeit』で探して
みたところ、確実に原詩の元の民謡を見つけることができた歌曲は下記の 3 曲である。 
4) Wer hat dies Liedlein erdacht!? 
5) Rheinlegendchen 




IWZ = Des Knaben Wunderhorn: in den Weisen seiner Zeit 
 
1) Wer hat dies Liedlein erdacht!? 誰がこの歌を作ったの！？ 
譜例 103(IWZ ) 
 
 
                                                        
64 Hg. von Erich Stockmann, Des Knaben Wunderhorn: in den Weisen seiner Zeit. Akademie- Verlag = Berlin, 1958. 
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 前章で述べた通り、この歌曲はドイツ民謡詩集『子どもの魔法の角笛』から、〈Wer hat dies 
Liedlein erdacht〉と〈Wers Lieben erdacht〉の二つの詩を採用し、マーラー自身の詩文を加え
改編して曲が付けられている。『Des Knaben Wunderhorn: in den Weisen seiner Zeit』からは、
〈Wers Lieben erdacht〉65の民謡旋律を探し出すことができた。まずこの民謡の調号に注目を
すると、歌曲同様 F-Dur であり拍子も 3/8 拍子をとっている。調性の一致までをマーラーが
意識的に行っているかどうかは断定できないが、この元の旋律から音楽的要素が所々に散
りばめられていることをうかがい知ることができる。1 小節目アウフタクトからの民謡旋律
を見ると、音楽の音価の拡大縮小がなされているものの、音の軸として c – f – c – a がマー
ラーの歌曲ピアノパート冒頭部分に隠れている。譜例 104 (IWZ, Klf T. 1-2 ) 
また、民謡旋律 2 小節 1 拍目の f はこの旋律において F- Dur 主音であり、音域の最低音
でもあり、旋律の軸となっている。この f は歌曲においても冒頭部分から 17 小節目まで各
小節に必ず存在し、持続音として聴き手に印象を与えている。譜例 104 (IWZ,T.2) 
 
 







                                                        
65 Friedrich Nicolei, Ein ferner kleiner Almanach. Ⅰ, Nr. 14. Schwäbisch. Berlin und Stettin 1777/1778. 





民謡旋律 2、3 小節の小節間に構成されている音形 16 分音符の a – c と 8 分音符の b は、
歌曲においては音の構成順は入れ変わるが、リズムは同形で 16 分音符 a – b と 8 分音符 c
とで、13 小節アウフタクトから始まる歌パートの小節間に 5 回連続で出現する。15 小節 1
拍目 c のみ例外的に 16 分音符になっている。譜例 105 (IWZ, T.2-3, Klf,T. 12-17 ) 
 
 







2、3、4、6 小節目の民謡旋律において、3 拍目に 16 分音符 2 つの形をとっており、また
全て音が上行している。歌曲においても 3 拍目に同音形をとられていくことが多く、例外
もあるがほぼ音形は上行している。譜例 106(IWZ, T. 2-6) 
 






民謡旋律の 5 小節アウフタクトから 8 小節 2 拍目まで続くフレーズは、16 分音符 f – g と
8 分音符 a – a – c – b – g のをリフレインしている。歌曲においてもこのようなリフレインが
歌曲全体を通して前奏から多用されている。譜例 107(IWZ, T. 4-10) 
 





民謡旋律の 9 小節目 1 拍目の f はこの民謡旋律において最高音にあたる。この最高音をま
た異なる視点から見ると、直前に述べた 5 小節目アウフタクトから始まるリフレインと、
この 9 小節までの音楽的流れの要素が、歌曲での 35 小節から 46 小節 1 拍目までのメリス
マ部分に拡大されて登場している。譜例 108(Klf, T.35-46) 
 
譜例 108(Klf, T.35-46) 
  
 
5、8 小節目に出てくる民謡歌曲の音形は 8 分音符 3 つ、そして a – a – c というように同
音を 2 回踏んでいる。歌曲の歌パートにも同形が多く用いられ、唯一 28 小節を除いて、1、
2 拍目同音または、2、3 拍目が同音になっている。この点においても、民謡旋律の要素が
うかがえる。また、同様に民謡旋律 9 小節の♪♬ ♬のリズムの要素だけが歌曲でも多用され
ている。しかし、民謡旋律での小節 1 拍目からの完全に下行する音形は、歌曲において一











2) Rheinlegendchen ラインの小伝説 
 























旋律〈Rheinischer Bundestring〉67も 3/8 拍子で同様である。しかし、フレーズの作りとして、
〈Rheinischer Bundestring〉は小節のアウフタクトから始まっており、この点において歌曲の
歌パートのフレーズの作りと等しい。〈Tanzreime〉はすべてのフレーズが小節 1 拍目を始点
としている。この要素は、歌曲におけるピアノパートに時々現れる。譜例 111(IWZ, Tanzreime 
T.1 , Rheinischer Bundestring, T. 1-2) 
                                                        
66 A. Kretschmer und Wilhelm von Zuccalmaglio, Deutsche Volkslieder mit ihren Original=Weisen. Ⅱ, Nr. 
214=Kühr, 1812. Berlin 1840. (Zu den im Kommentar zitierten Liedern aus Kretschm.=Zucc. Vergleiche die 
Anmerkungen in Wiora, Zucc.). 
67 Erk Nr. 87 Ⅱ. Aus der Gegend von Heidelberg. Steig(Neue Heidelberger Jbb. 6, S. 63-122) vermutet eine 
Einsendung von Fr. Pottberg. Erster Druck: Serig 1830, S.393.  
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〈Tanzreime〉には元の旋律 2 つが記載されていが、682 つ目の旋律の 1、4、7、10 小節の
音形がとても特徴的で筆者の目を引く。この旋律は 3/4 拍子をとっているため、同系の 3 拍
子であっても、歌曲に反映されているとは決して言うことはできない。しかし、この 1、4、
7、10 小節に出てくる音形は、歌曲の前奏や間奏において印象的に使われている上行音形に
似ている。譜例 112 (IWZ, Tanzreime T.1, Klf, 10-11 ) 
 






                                                        





は、2、3、4、5、6 小節目の 2、3 拍目同音の作りが、歌曲の中でも多用されている。この
音形を見ただけで〈Rheinlegendchen〉を想起させるほど、この音形はとても印象に残る。ま
た、4 小節と 5 小節の小節跨ぎの 16 分音符 2 つと 4 分音符の音形も、歌曲において、フレ
ーズのはじめや、詩の区切れ直後のフレーズなどに頻出してくる。そして、民謡の旋律の 7
小節から最後のフレーズは、歌曲では５箇所に全く同様の音形が使われている。譜例 113 
(IWZ, T. 1-2, T. 4-5, T.7-ende) 
 








また、歌曲では Klf の 40 小節アウフタクトから 1、2 拍目に同音を持ち、上記の音形と比較
すると視覚的にも聴覚的にも、シンメトリーであべこべな印象がもたらされる。譜例 114 
(Klf, T. 39-41 ) 
 




3) Wo die schönen Trompeten blasen 美しいトランペットの鳴り響くところ 
 














の民謡旋律も 3/4 拍子をとっているが、〈Wo die schönen Trompeten blasen〉の歌曲の 3/4 拍子
の部分で反映されている音楽要素が見当たらない。歌曲の 3/4 拍子の部分では、2 分音符と
4 分音符、または 4 分音符 3 つのという音形で各小節が作られているが、上記の民謡旋律を
見てみると、8 分音符での刻みが断然多い。 
 そこで、注目して見ていきたいのが、〈Wo die schönen Trompeten blasen〉作曲直前に手掛
けていた〈Lied des Verfolgten im Turm 塔の中の囚人の歌〉との関連性である。〈Wo die schönen 
Trompeten blasen〉同様に対話形式をとり、詩の内容もとても似ている。Ms も 1 ページ目に
曲目が書かれており、4 ページ目までは〈Lied des Verfolgten im Turm〉、4 ページ裏側から〈Wo 
die schönen Trompeten blasen〉の Ms になっている。詩の内容と形式、そしてこれらの 2 つの
歌曲が続けて作曲されているということは、〈Lied des Verfolgten im Turm〉の民謡旋律にも、
〈Wo die schönen Trompeten blasen〉の歌曲に反映された音楽的要素が何か隠れているのでは
                                                        
69 Alerander Reifferscheid, Westfälische Volkslieder in Wort und Weise, Nr. 21. Aus Bökendorf (Slg. Harthausen). 
Heilbronn 1879. 




ないだろうか。〈Lied des Verfolgten im Turm〉71の民謡旋律は下記の譜面である。譜例116(IWZ, 
Lied des Verfolgten im Turm) 
譜例 116(IWZ, Lied des Verfolgten im Turm) 
 
 
この節において既に元の民謡旋律と比較をした〈Wer hat dies Liedlein erdacht!?〉と
〈Rheinlegendchen〉に比べ、ひと目見ただけで認識できる大きな音楽的要素はやはり見当た
らないが、〈Unbeschreibliche Freude〉と〈Bildchen〉の民謡旋律には無かった 2 分音符と 4
分音符の音形と 4 分音符 3 つの音形は、この〈Lied des Verfolgten im Turm〉の民謡旋律では
発見することが出来る。また、この歌曲の中でも多用されている同音且つ同音形でのリフ
レインの要素も、5 小節から 8 小節にかけて出てくる。 
 また、1893 年に作曲された〈Rheilegendchen〉の詩と、1898 年に作曲された〈Wo die schönen 
Trompeten blasen〉の詩の二つ歌詞に、詩内容のエッセンスを反映させたと思われる
                                                        
71 L. Erk und Fr. M. Böhme, Deutscher Liederhort,  Nr. 1803, Aus der Schweiz 1810. Leipzig 1893-1894. 
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〈Schwimm bin ,schwimm her, du Ringlein〉の詩と民謡旋律も『in den Weisen seiner Zeit』72か
ら発見した。〈Wo die schönen Trompeten blasen〉の方が後で作曲されているため、1893 年の
時点で〈Rhein〉川をテーマにした詩に、マーラーが目を通している可能性は高い。その
〈Schwimm bin ,schwimm her, du Ringlein〉73の詩と旋律を下記に示す。譜例 117 (IWZ, 
Schwimm bin ,schwimm her, du Ringlein ) 
 
譜例 117 (IWZ, Schwimm bin ,schwimm her, du Ringlein ) 
 
 
                                                        
72 Hg. von Erich Stockmann, Des Knaben Wunderhorn: in den Weisen seiner Zeit. Akademie- Verlag = Berlin, 1958. 







6/8 拍子をとっていることからして、〈Wo die schönen Trompeten blasen〉への音楽的要素の
反映は少ないと考えてよい。敢えて挙げるとするならば、5 小節目の同音且つ同音形のリフ
レインであろう。譜例 118 (IWZ, T. 5) 
 







 第 2 章まで G. マーラーの《角笛》歌曲集から Renate Hilmar-Voit の分類概要をもとに 5
曲選び出し、オーケストラ伴奏版とピアノ伴奏版の比較分析、また原詩とマーラーが手を
加えた作曲時の詩の比較、更に原詩に付いていた元の民謡旋律を探り、各曲の音楽分析を













1) Urlicht 原光 
Urlicht 
 
O Röschen rot! 
 
Der Mensch liegt in größter Not! 
Der Mensch liegt in größter Pein!  
Je lieber möcht' ich im Himmel sein，⋮ 
Je lieber möcht' ich im Himmel sein!  
 
Da kam ich auf einen breiten Weg; 
 
Da kam ein Engelein und wollt’ mich abweisen. 
  
Ach nein，ich ließ mich nicht abweisen，⋮ 




















Ich bin von Gott,∥und  will wieder zu Gott!∥ 
Der liebe Gott，∥der liebe Gott  
Wird⋮mir ein Lichtchen geben，∥ 







 この〈Urlicht〉は楽譜のページ数で考えると 5 ページほどの歌曲であるが、この 5 ページ
の間の中で急激な展開を繰り広げていく。冒頭に歌われる“Röschen rot”は、曲全体のシン
ボルとして聴き手の脳裏に焼き付く。“Röschen”は愛の象徴でもあり、命あるものの儚さを
も意味する。この“Röschen”が兼備する愛と命の儚さは、H. ヴォルフの〈An eine Aeolsharfe 
エオリアンハープに寄せて〉の最後の場面と共通する空気が流れる。このヴォルフの〈An 
eine Aeolsharfe〉最後の第 3 節目の対訳は次の通りである。 
 
Aber auf einmal,  
Wie der Wind heftiger herstößt, 
Ein holder Schrei der Harfe 
Wiederholt mir zu süßem Erschrecken 
Meiner Seele plötzliche Regung, 
Und hier, die volle Rose streut geschüttelt 














楽譜にも記載されているように、曲想は Sehr feierlich, aber schlicht に、荘重さは持ちつつ



































譜例 119(Klf, T. 21-31) 
  








36 小節からエキゾチックとも民族的とも取れる新たなフレーズが始まる。この 36 小節か





ージを持つことは必然的である。譜例 120(Klf, T.36-44) 
 




                                                        
75 テゼ共同体(仏：Communauté de Taizé)。フランスの小さな村テゼにあるキリスト教のエキュメニカルな







本来この 44 小節の転調部分で、Of ではヴァイオリンが 43 小節 3 拍目から e を保持し続

















伴いながら心の中で膨らんでいくのだ。譜例 121(Klf, T. 47) 
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アノの強弱のずれが三次元的な音楽構成を生み出す。譜例 122(Klf, T. 50-59) 
 







山型アクセントを伴いながら、“der liebe Gott”ごとに放つ光が強まっていく。58 小節の
“wird”まで同様のベクトルとエネルギーは絶えることなく演奏されなければならない。59



























2) Wer hat dies Liedlein erdacht!? 誰がこの歌を作ったの！？ 
Wer hat dies Liedlein erdacht?! 
 
Dort oben am Berg in dem hohen Haus! ⋮ 
In dem Haus!  
 
Da gucket ein fein's lieb's Mädel heraus!  
Es ist nicht dort daheime! ⋮ 
Es ist nicht dort daheime! 
Es ist des Wirts sein Töchterlein!  
 
Es wohnet auf grüner Heide!  
 
Mein Herzle is' wundt! 
Komm' Schätzle mach's g'sund!  
Dein' schwarzbraune Äuglein， 
die hab'n mich vertwund't! ⋮ 
Dein rosiger Mund⋮  
macht Herzen gesund. ∥ 
Macht Jugend verständig，⋮ 
macht Tote lebendig，⋮ 
macht Kranke gesund， 
ja gesund! “ 
 
Wer hat denn das schön schöne Liedlein erdacht? ∥ 
Es haben's drei Gäns' über's Wasser gebracht! 
Zwei graue und eine weiße! ⋮ 
Zwei graue und eine weiße! ∥ 
Und wer das Liedlein nicht singen kann， 





































































い手はピアノパート左手 12 小節最後の低音 c 見失ってはならない。この左手の c は、歌パ
ートの 13 小節 1 拍目の c に移行するための踏み台的役割を果たすからである。ピアノパー
ト左手の 12、13 小節間にスラーで繋がっている 3 音 c – c – f を、歌い手は聴かなくてはな




目の低音 c を確実にすることで、歌パートの 13 小節目山型アクセントをピアノに反抗して
歌い出すことが出来るのだ。譜例 123(Klf, T.12 -13) 
 
譜例 123(Klf, T.12 -13) 
 
この山型アクセントについて更に言えることは、同音をこの山型アクセントで強調する







29 小節と 30 小節、31 小節の各小節間において、少々難点がある。第 1 章の音楽分析で
も述べたが、Of ではこの問題は起こらない。この小節間に c – c の 1 オクターブの跳躍がヴ





軽く流れるピアノに寄り添うように歌っていかなければならない。 譜例 124(KLf, T. 29-31) 














いくといたって普通な分かり易い和声構造だということを実感できる。譜例 125(Klf, T. 
47-55) 譜例 126(Klf, T.59-67 ) 
 
 




























3) Lob des hohen Verstandes 高き知性を讃えて 
Lob des hohen Verstandes 
 
Einstmals in einem tiefen Tal 
Kukuk und Nachtigall 
Täten ein Wett' anschlagen:  
Zu singen um das Meisterstück， 
Gewinn' es Kunst，gewinn' es Glück: 
Dank soll er davon tragen.  
 
Der Kukuk sprach: “So dir's gefällt， 
Hab' ich den Richter wählt，” 
Und tät gleich den Esel ernennen! ∥ 
“Denn weil er hat zwei Ohren groß， 
Ohren groß，Ohren groß， 
So kann er hören desto bos 
Und，was recht ist，⋮kennen!”  
 
Sie flogen vor den Richter bald.  
 
Wie dem die Sache ward erzählt， 
Schuf er，sie sollten singen!  
 
Die Nachtigall sang lieblich aus!  
 
Der Esel sprach: “Du machst mir's kraus! ⋮  
I-ja! I-ja! ⋮ 
































Der Kukuk drauf fing an geschwind 
Sein Sang durch Terz und Quart und Quint.  
 
Dem Esel g'fiels，er sprach nur⋮ 
“Wart! Wart! Wart! ⋮Dein Urteil will ich sprechen， 
ja sprechen.  
 
Wohl sungen hast du，Nachtigall!  
 
Aber Kukuk，singst gut Choral，gut Choral! 
Und hältst den Takt fein innen，fein innen!  
 
Das sprech' ich nach mein' hoh'n Verstand， 
Hoh'n Verstand，hoh'n Verstand! ⋮ 
Und kost' es gleich ein ganzes Land，⋮ 






















〈Lob des hohen Verstandes〉は音楽批評家に対するアイロニー全開の歌曲である。他の歌曲




























彼らの作品、ロバはもちろん、マーラーが交響曲第 1 番と第 2 番を初演した際に大きな批
判をした音楽批評家という設定は、作曲家マーラーの頭の中ではっきりと構想を練られて
いたことは容易に想像できる。譜例 128(Klf, T.65-74) 


























とることが出来る。譜例 129(Klf, T. 45-50) 
 
譜例 129(Klf, T. 45-50) 
 
 


















しさが目立ってくるのだ。譜例 131(Klf, T. 52) 









ようなフレーズであると捉える必要があるだろう。譜例 132(Klf, T.59-62) 




分析でも述べたが、56 小節でまず Of がフェルマータを伴わず単に休止の 1 小節を追加し、
ここで Klf との小節のずれが生まれている。その後 Klf においては 79 小節アウフタクトか
ら、Of では76Klf の伴奏旋律で見ると 78 小節アウフタクトから歌パートから入ってくる。







であろう。譜例 133(Klf, T. 76-80 ) 
  
                                                        







ことが出来る箇所と言えるだろう。譜例 134(Klf, T. 93-94) 
 



























4) Rheinlegendchen ラインの小伝説 
Rheinlegendchen 
   
Bald gras' ich am Neckar， 
Bald gras' ich am Rhein;  
Bald hab' ich ein Schätzel， 
Bald bin ich allein!  
Was hilft mir das Grasen， 
Wenn d'Sichel nicht schneid't;  
Was hilft mir ein Schätzel， 
Wenn's bei mir nicht bleibt!  
 
So soll ich denn grasen  
Am Neckar，am Rhein;  
So werf' ich mein goldenes  
Ringlein hinein!  
 
Es fließet im Neckar  
Und fließet im Rhein， 
Soll schwimmen hinunter  
In's Meer tief  hinein!  
 
Und schwimmt es，das Ringlein， 
So frißt es ein Fisch!  
Das Fischlein soll kommen  





























Der König tät fragen，⋮ 
Wem's Ringlein sollt' sein?  
 
Da tät mein Schatz sagen: ⋮ 
“Das Ringlein g'hört mein!”  
 
Mein Schätzlein tät springen  
Berg auf und Berg ein，⋮ 
Tät mir wied'rum bringen  
Das Goldringlein fein!  
 
Kannst grasen am Neckar， 
Kannst grasen am Rhein! ⋮ 
Wirf du mir nur immer  













































て考えると、ある小節の 1 拍目を歌っている時点で、次の小節の 1 拍目は既に体の中で動
き出し、着地点を確実に見据えている状態である。おそらく歌い手が意識する以上に物凄




















る。例えば、曲冒頭から響き渡るピアノパート e の音である。冒頭から 18 小節目までは各
小節に e の響きを必ず用いている。この持続している音も緊張感をもたらすが、19 小節で
一瞬 e が eis に変化し、この一貫して続いてきた音の半音の変化で、異なる方向へのベクト
ルの緊張感が走るのだ。歌い手もピアニストもこの小さな、しかし持続する緊張感を見逃











難さが存在する。改善策としては、歌パートもピアノパートも 25 小節 1 拍目の ais を解放
することで 2 拍目の fis にストレスが移る。この解放が音楽の歪みを改善してくれる。この
跳躍で 2 拍目に完全なストレスの移行はされにくいため、結果的に音楽の流れに逆らうよ
うな不自然なフレーズにはなりにくい。譜例 137(Klf, T.25-27 ) 
 















ことが出来る。譜例 138(Klf, T.71-77 ) 
 















5) Wo die schönen Trompeten blasen 美しきトランペットの鳴り響くところ 
Wo die schönen Trompeten blasen 
 
Wer ist denn draußen und wer klopfet an， 
Der mich so leise，⋮so leise wecken kann?  
 
Das ist der Herzallerliebste dein， 
Steh' auf und laß mich zu dir ein! 
Was soll ich hier nun länger steh'n?  
Ich seh' die Morgenröt' aufgeh'n，⋮ 
Die Morgenröt'，zwei helle Stern'，⋮ 
Bei meinem Schatz，da wär ich gern'! ⋮ 
Bei meiner Herzallerlieble!  
 
Das Mädchen stand auf und ließ ihn ein， 
Sie heißt ihn auch willkommen sein.  
 
Willkommen trauter Knabe mein!  
So lang hast du gestanden!  
 
Sie reicht' ihm⋮ auch die⋮ schneeweiße Hand.  
 
Von ferne sang die Nachtigall， 
Da fängt sie auch zu weinen an!  
 
Ach weine nicht，du Liebste mein，⋮ 
Ach weine nicht，du Liebste mein! ⋮ 
Auf's Jahr sollst du mein Eigen sein.  
 
Mein Eigen sollst du werden gewiß， 
Wie's Keine sonst auf Erden ist!  
O Lieb auf grüner Erden.  
 
Ich zieh' in Krieg auf grüner Heid; ⋮ 






































Allwo dort die schönen Trompeten blasen， 
Da ist⋮ mein Haus，⋮ 







〈Wo die schönen Trompeten blasen〉での最も大きな特徴であり、演奏者が考慮しなければ
ならない点として、言葉や音楽の各要素の二面的意味が挙げられる。Renate Hilmar-Voit も
彼女の論文の中で重要視していた、マーラーの《角笛》歌曲における言葉と音楽の関係性















前章第 1 節でも述べたように、“schneeweiße”と対を成す“Todessymbole 死のシンボル”で
もあるのだ。上記の解釈を元にこの兵士の感情を読み解くと、最期のお別れになるかもし
れないが、彼女を心配させ悲しませないように、平然と振る舞おうとする優しさが溢れて
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が扉の前に佇む人に“Wer ist denn draußen und wer klopfet an, ....”と尋ね始めるのだ。この歌
の冒頭までもずっと同じ緊張感が走り続けている。この要因として、冒頭から旋律に執拗
にまとわりつく a の響きが挙げられる。この a は 21 小節以降も各小節に必ず響き続ける。
歌い手はこの a を軸に旋律を歌う意識を持つことで、歌の輪郭をはっきり提示することが出
来る。特に、26、27 小節の“so leise”のリフレイン部分に目を向けると分かり易い。譜例















また、この“so leise”のリフレインの件には、聴き手への暗示が隠れている。〈Wer hat dies 
Liedlein erdacht!? 〉のようにリズム遊びの結果のリフレインではなく、暗示を成立させるた
めに行ったリフレインであることは明確だ。185 小節からの“von grünem Rasen”はこの“so 
leise”と全く同様の音形をとっている。この兵士の最後の言葉は、“so leise”で聴き手の脳
裏に焼き付いたフレーズが、何ものかわからぬ不安と共に忍び寄ってくる。演奏者はこの
暗示を聴き手に仄めかさなければならない。譜例 141(Klf, T. 184-186) 
譜例 141(Klf, T. 184-186) 
 
 
曲冒頭から執拗にまとわりつく a は、54 小節で初めて消える。53 小節から 54 小節にかけ









ジー効果を生み出すのだ。譜例 142(Klf, T.53-55 ) 
 









その直前の“schnee-”と同じ音程 ges – b をとっているが、これが 104、105 小節同様連結し
た 8 分音符二つに対し、“-weiße”にあたる ges – b は各 8 分音符で記譜されている。この違











47 小節“Was soll ich hier nun länger steh'n?”と共に奏されるピアノパート右手に、兵士の
想い、またはマーラーの想いとも推測出来得る言葉、“Auf's Jahr sollst du mein Eigen sein.”
の旋律が潜ませている。第 1 章の音楽分析でも述べたが、48 小節目 Klf のみに、von ┌ bis 
┐Oberstimme der rechten Hand über die Gesangstimme hervortretend と記されており、┌ ┐この
マークで囲われている箇所でピアノパート右手の最高声部は、138 小節アウフタクトからの
“Auf's Jahr sollst du mein Eigen sein.”とそれに続く間奏のメロディーを奏す。この部分を、
ピア二ストは右手最高声部を歌声から突き抜け際立つように、一種オブリガート的な感覚
で演奏することを要求される。兵士の言葉となって現れる 130 小節アウフタクトから、“Ach 
weine nicht，du Liebste mein!”のリフレインは、それに続くこの曲の頂点を迎えるための高




愛が曲全体を覆う。この曲の主題は“Auf's Jahr sollst du mein Eigen sein.”の旋律に全てが集





































な空間がそこにはある。この感覚が〈Wo die schönen Trompeten blasen〉の兵士の最後の言葉、
“mein Haus von grünem Rasen”を演奏する際に必要となるのだ。 

















 第 1 章、第 2 章においてのオーケストラ伴奏版とピアノ伴奏版の比較分析、また原詩と
作曲の際にマーラーが改変した詩を比較し、原詩に付いていた元の民謡旋律からどのよう
















いるものは〈Lob des hohen Verstandes〉の原詩〈Wettstreit des Kukuks mit der Nachtigal〉第 4
節 2 行目の“Kukuk!”の部分、〈Wo die schönen Trompeten blasen〉の原詩である〈Bildchen〉
の 2 つの詩からのみである。この〈Bildchen〉の詩の中では、第 1 節 4 行目、第 3 節 4 行目、
第 7 節一行目にのみついている。しかし、〈Wettstreit des Kukuks mit der Nachtigal〉のこの箇
所の“Kukuk!”と〈Bildchen〉第 1 節目は作曲時の詩には採用されていない部分であるので、
結果的に原詩から反映されている感嘆符は、5 曲中 2 箇所のみという事になる。それにも関
わらず、各曲でマーラーによって付加された感嘆符の合計は、5 曲中〈Urlicht〉では 6 箇所、
〈Wer hat dies Liedlein erdacht!?〉では 15 箇所、〈Lob des hohen Verstandes〉16 箇所、
〈Rheinlegendchen〉では 10 箇所、〈Wo die schönen Trompeten blasen〉では 8 箇所、合計 55
箇所にも及ぶ。主にリフレインされているところには必ずと言ってよい程、感嘆符が付加








多用できるのだ。しかし、〈Wo die schönen Trompeten blasen〉の二箇所のみ、登場人物の言
葉であるが、感嘆符が用いられていない箇所が存在する。 
 
“Auf's Jahr sollst du mein Eigen sein. 一年後には僕らは一緒になるんだ。” 
“O Lieb auf grüner Erden. ああ、緑なす大地の愛しい人よ。” 
 
この 2 箇所においては、兵士の恋人への言葉であるが、感嘆符は用いられていない。第 3
章において、筆者は“Auf's Jahr sollst du mein Eigen sein.”は曲の頂点と述べたが、頂点にあ
るにも関わらず感嘆符は無い。また“O Lieb”と恋人に語る言葉にも関わらず、この部分に
もマーラーは感嘆符を用いることは無かった。一年後、兵士は恋人と一緒になることを誓
うが、それは不可能だという事を彼は知っているからである。また、“O Lieb auf grüner Erden.”









クセントを用いない代わりに < のアクセントを用いているのが〈Lob des hohen Verstandes〉











































曲ではっきりとライトモティーフを用いていた歌曲は、〈Lob des hohen Verstandes〉である。
審査員のロバを嘲笑するために、一つの音楽フレーズがライトモティーフとして用いられ
た。まさにアイロニーを表出させるために、このライトモティーフを思う存分用いている。
〈Lob des hohen Verstandes〉の曲中であると尚更明確であるが、言葉と音楽のリフレインが
同時に平行にもたらされている箇所は、マーラーの歌曲においては、ほぼ全てアイロニー
表現のための一つの手法だという事が言える。 























〈Wer hat dies Liedlein erdacht!?〉…異化効果を狙って用いられている“Herzle”“Schätzle”
これらのシュヴァーべン訛りの方言。 
〈Lob des hohen Verstandes〉…56 小節目で Of が Klf より 1 小節増え、78 小節でこのちぐ
はぐさを一度修正したかのように見せかけ、“Du machst mir’s kraus”をリフレインすること





































イタルの際に、彼の作品《Hölderlin – Fragmente ヘルダーリン断章》全 6 曲を演奏した。そ
の中の第 1 曲目〈An die Hoffnung 希望に寄せて〉の対訳は下記の通りである。 
 
An die Hoffnung 
 
O Hoffnung! Holde, gütiggeschäftige! 
Die du das Haus der Trauernden nicht verschmähst, 
Und gerne dienend, zwischen 
Den Sterblichen waltest, 
 
Wo bist du? wenig lebt' ich; doch atmet kalt 












Bin ich schon hier; und schon gesanglos 





の“Hoffnung”の裏側にある Verzweiflung 絶望、あるいは究極のところ第 3 章の〈Wo die 















leer の感情が、強烈なアイロニーとして“O Hoffnung!”を満たしていると考える。 
このアイスラーの歌曲集から、異化効果を用いたアイロニー表現方法を演奏者として確
実に得るために、もう一曲〈An eine Stadt とある町に〉を採り上げることにする。この曲の
対訳は下記の通りである。 
 
An eine Stadt 
 
Lange lieb' ich dich schon, möchte dich, mir zur Lust, 
  Mutter nennen, und dir schenken ein kunstloses Lied, 
    Du, der Vaterlandsstädte 
      Ländlichschönste, so viel ich sah. 
 
Wie der Vogel des Walds über die Gipfel fliegt, 
  Schwingt sich über den Strom, wo er vorbei dir glänzt, 













      Die von Wagen und Menschen tönt. 
 
Da ich vorüber ging, fesselt der Zauber auch mich, 
    Und herein in die Berge 
      Mir die reizende Ferne schien, 
 
Du hast dem Flüchtigen  
  Kühle Schatten geschenkt, und die Gestade sahen  
    Ihm alle nach, und es tönte 
      Aus den Wellen das liebliche Bild. 
 
Sträuche blühten herab, bis wo im heitern Tal, 
  An den Hügel gelehnt, oder dem Ufer hold, 
    Deine fröhlichen Gassen 

































異化効果がもたらす二面性とアイロニーの理解のために、H. アイスラーの《Hölderlin – 
Fragmente ヘルダーリン断章》から〈An die Hoffnung〉と〈An eine Stadt とある町に〉を例


















時代が、何故かアイスラーが描いた《Hölderlin – Fragmente ヘルダーリン断章》の全歌曲に
一貫して投影されていると感じるのは筆者だけだろうか。マーラーもアイスラーも同じユ
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